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(57)【要約】
　温度を変化させる方法について一般に記載されている
。該方法は、外側表面及び内側表面を有するハウジング
を備える。該方法は、該ハウジングの中に少なくとも１
つの構成要素を結合させることを含む。該少なくとも１
つの構成要素は、該ハウジングの中に存在する他の構成
要素、化学物質、又は物質と共同で電力を発生するよう
に構成されている。更に、該方法は、該ハウジングの少
なくとも１つの内側表面、又は、少なくとも１つの内部
構成要素に結合されている複数のマイクロチャネルを形
成することを含む。更に、該方法は、該マイクロチャネ
ルに結合されているヒートシンクを設けることを含む。
該ヒートシンクは、該マイクロチャネルに熱エネルギー
を移送するように、又は、該マイクロチャネルから熱エ
ネルギーを移送するように構成されている。更に、該方
法は、該マイクロチャネル及び該ヒートシンクを通して
流体を流すことを含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外側表面および内側表面を有するハウジングと、
　上記ハウジングの中の少なくとも１つの構成要素と、
　上記ハウジングの少なくとも１つの上記内側表面、または、上記の少なくとも１つの内
部構成要素に結合されている複数のマイクロチャネルと、
　上記マイクロチャネルに結合されているヒートシンクと、
を備えており、
　上記少なくとも１つの構成要素は、上記ハウジングの中に存在する少なくとも１つの他
の構成要素、化学物質、または物質と共同で、電力を蓄積するように構成されており、
　上記ヒートシンクは、上記マイクロチャネルを通過して流れる流体に熱を移送するか、
または、当該流体から熱を移送するように構成されている、
ことを特徴とする電気エネルギー蓄積装置。
【請求項２】
　上記マイクロチャネルは、上記ハウジングの壁の一部に形成されている、
ことを特徴とする請求項１に記載の電気エネルギー蓄積装置。
【請求項３】
　上記マイクロチャネルは、上記少なくとも１つの構成要素の一部に形成されている、
ことを特徴とする請求項１に記載の電気エネルギー蓄積装置。
【請求項４】
　上記マイクロチャネルは、上記少なくとも１つの構成要素の一部に形成されており、上
記少なくとも１つの構成要素は、カソードを含んでいる、
ことを特徴とする請求項１に記載の電気エネルギー蓄積装置。
【請求項５】
　上記マイクロチャネルは、上記少なくとも１つの構成要素の一部に形成されており、上
記少なくとも１つの構成要素は、アノードを含んでいる、
ことを特徴とする請求項１に記載の電気エネルギー蓄積装置。
【請求項６】
　上記マイクロチャネルは、上記少なくとも１つの構成要素の一部を含む物質に形成され
ており、上記少なくとも１つの構成要素は、触媒を含んでいる、
ことを特徴とする請求項１に記載の電気エネルギー蓄積装置。
【請求項７】
　上記マイクロチャネルは、上記少なくとも１つの構成要素の一部に形成されており、上
記少なくとも１つの構成要素は、固体電解質を含んでいる、
ことを特徴とする請求項１に記載の電気エネルギー蓄積装置。
【請求項８】
　上記マイクロチャネルは、上記少なくとも１つの構成要素の一部に形成されており、上
記少なくとも１つの構成要素は、電気接点を含んでいる、
ことを特徴とする請求項１に記載の電気エネルギー蓄積装置。
【請求項９】
　上記マイクロチャネルは、上記少なくとも１つの構成要素の一部に形成されており、上
記少なくとも１つの構成要素は、導電体を含んでいる、
ことを特徴とする請求項１に記載の電気エネルギー蓄積装置。
【請求項１０】
　上記マイクロチャネルは、上記少なくとも１つの構成要素の一部に形成されており、上
記少なくとも１つの構成要素は物質を含んでおり、上記物質は誘電体を含んでいる、
ことを特徴とする請求項１に記載の電気エネルギー蓄積装置。
【請求項１１】
　上記マイクロチャネルは、上記少なくとも１つの構成要素の一部に形成されており、上
記少なくとも１つの構成要素は、セパレーターを含んでいる、
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ことを特徴とする請求項１に記載の電気エネルギー蓄積装置。
【請求項１２】
　上記マイクロチャネルは、上記ハウジングの上記内側表面に少なくとも部分的に一体化
して形成されている、
ことを特徴とする請求項１に記載の電気エネルギー蓄積装置。
【請求項１３】
　上記マイクロチャネルは、上記少なくとも１つの構成要素の表面に少なくとも部分的に
一体化して形成されている、
ことを特徴とする請求項１に記載の電気エネルギー蓄積装置。
【請求項１４】
　上記マイクロチャネルは、上記マイクロチャネルの少なくとも一部を通過する上記流体
の層流を引き起こすように構成されている、
ことを特徴とする請求項１に記載の電気エネルギー蓄積装置。
【請求項１５】
　上記少なくとも１つの構成要素は、熱制御用構成要素を含んでおり、上記熱制御用構成
要素は、上記ハウジングの中に配置されている、
ことを特徴とする請求項１に記載の電気エネルギー蓄積装置。
【請求項１６】
　上記流体は、ポンプによって少なくとも部分的に循環されている、
ことを特徴とする請求項１に記載の電気エネルギー蓄積装置。
【請求項１７】
　上記流体は、対流によって少なくとも部分的に循環されている、
ことを特徴とする請求項１に記載の電気エネルギー蓄積装置。
【請求項１８】
　上記流体は、電気浸透によって少なくとも部分的に循環されている、
ことを特徴とする請求項１に記載の電気エネルギー蓄積装置。
【請求項１９】
　上記流体は、毛管力によって少なくとも部分的に循環されている、
ことを特徴とする請求項１に記載の電気エネルギー蓄積装置。
【請求項２０】
　外側表面および内側表面を有するハウジングと、
　上記ハウジングの中の少なくとも１つの構成要素と、
　上記ハウジングの少なくとも１つの内側表面、または、上記の少なくとも１つの内部構
成要素に結合されている複数のマイクロチャネルと、
　上記マイクロチャネルに結合されているヒートシンクと、
を備えており、
　上記少なくとも１つの構成要素は、上記ハウジングの中に存在する少なくとも１つの他
の構成要素、化学物質、または物質と共同で、電力を発生するように構成されており、
　上記ヒートシンクは、上記マイクロチャネルを通過して流れる流体に熱を移送するか、
または、当該流体から熱を移送するように構成されている、
ことを特徴とする燃料電池。
【請求項２１】
　物質が、電流の発生を促進させるために、上記ハウジングの外側から提供される、
ことを特徴とする請求項２０に記載の燃料電池。
【請求項２２】
　上記マイクロチャネルは、上記ハウジングの壁の一部に形成されている、
ことを特徴とする請求項２０に記載の燃料電池。
【請求項２３】
　上記マイクロチャネルは、上記少なくとも１つの構成要素の一部に形成されている、
ことを特徴とする請求項２０に記載の燃料電池。
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【請求項２４】
　上記マイクロチャネルは、上記少なくとも１つの構成要素の一部に形成されており、上
記少なくとも１つの構成要素は、カソードを含んでいる、
ことを特徴とする請求項２０に記載の燃料電池。
【請求項２５】
　上記マイクロチャネルは、上記少なくとも１つの構成要素の一部に形成されており、上
記少なくとも１つの構成要素は、アノードを含んでいる、
ことを特徴とする請求項２０に記載の燃料電池。
【請求項２６】
　上記マイクロチャネルは、上記少なくとも１つの構成要素の一部を含む物質に形成され
ており、上記少なくとも１つの構成要素は、触媒を含んでいる、
ことを特徴とする請求項２０に記載の燃料電池。
【請求項２７】
　上記マイクロチャネルは、上記少なくとも１つの構成要素の一部に形成されており、上
記少なくとも１つの構成要素は、固体電解質を含んでいる、
ことを特徴とする請求項２０に記載の燃料電池。
【請求項２８】
　上記マイクロチャネルは、上記少なくとも１つの構成要素の一部に形成されており、上
記少なくとも１つの構成要素は、電気接点を含んでいる、
ことを特徴とする請求項２０に記載の燃料電池。
【請求項２９】
　上記マイクロチャネルは、上記少なくとも１つの構成要素の一部に形成されており、上
記少なくとも１つの構成要素は、導電体を含んでいる、
ことを特徴とする請求項２０に記載の燃料電池。
【請求項３０】
　上記マイクロチャネルは、上記少なくとも１つの構成要素の一部に形成されており、上
記少なくとも１つの構成要素は、誘電体を含んでいる、
ことを特徴とする請求項２０に記載の燃料電池。
【請求項３１】
　上記マイクロチャネルは、上記少なくとも１つの構成要素の一部に形成されており、上
記少なくとも１つの構成要素は、セパレーターを含んでいる、
ことを特徴とする請求項２０に記載の燃料電池。
【請求項３２】
　上記マイクロチャネルは、上記ハウジングの上記内側表面に少なくとも部分的に一体化
して形成されている、
ことを特徴とする請求項２０に記載の燃料電池。
【請求項３３】
　上記マイクロチャネルは、上記少なくとも１つの構成要素の表面に少なくとも部分的に
一体化して形成されている、
ことを特徴とする請求項２０に記載の燃料電池。
【請求項３４】
　上記マイクロチャネルは、上記マイクロチャネルの少なくとも一部を通過する上記流体
の層流を引き起こすように構成されている、
ことを特徴とする請求項２０に記載の燃料電池。
【請求項３５】
　上記少なくとも１つの構成要素は、熱制御用構成要素を含んでおり、
　上記熱制御用構成要素は、上記ハウジングの中に配置されている、
ことを特徴とする請求項２０に記載の燃料電池。
【請求項３６】
　上記流体は、ポンプによって少なくとも部分的に循環されている、
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ことを特徴とする請求項２０に記載の燃料電池。
【請求項３７】
　上記流体は、対流によって少なくとも部分的に循環されている、
ことを特徴とする請求項２０に記載の燃料電池。
【請求項３８】
　上記流体は、電気浸透によって少なくとも部分的に循環されている、
ことを特徴とする請求項２０に記載の燃料電池。
【請求項３９】
　上記流体は、毛管力によって少なくとも部分的に循環されている、
ことを特徴とする請求項２０に記載の燃料電池。
【請求項４０】
　外側表面および内側表面を有するハウジングを設けることと、
　上記ハウジングの中に存在する他の構成要素、化学物質、または物質と共同で、電気エ
ネルギーを発生するように構成される少なくとも１つの構成要素を上記ハウジングの中に
設けることと、
　上記ハウジングの少なくとも１つの上記内側表面、または、上記の少なくとも１つの内
部構成要素に結合される複数のマイクロチャネルを形成することと、
　流体に熱エネルギーを移送するか、または、当該流体から熱エネルギーを移送するよう
に構成される、上記マイクロチャネルに結合されるヒートシンクを設けることと、
　上記ヒートシンクおよび上記マイクロチャネルを通過する流体を流すことと、
を含んでいる、
ことを特徴とする電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置の温度を変
更する方法。
【請求項４１】
　外側表面および内側表面を有するハウジングと、
　上記ハウジングの中の少なくとも１つの構成要素と、
　上記ハウジングの少なくとも１つの上記内側表面、または、上記の少なくとも１つの内
部構成要素に結合されている複数のマイクロチャネルと、
　上記複数のマイクロチャネルに結合されている流体入口と、
　上記複数のマイクロチャネルに結合されている流体出口と、
を備えており、
　上記少なくとも１つの構成要素は、上記ハウジングの中に存在する少なくとも１つの他
の構成要素、化学物質、または物質と共同で、電力を蓄積するように構成されている、
ことを特徴とする電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置。
【請求項４２】
　外側表面および内側表面を有するハウジングと、
　上記ハウジングの中の少なくとも１つの構成要素と、を備えており、
　上記少なくとも１つの構成要素は、上記ハウジングの中に存在する少なくとも１つの他
の構成要素、化学物質、または物質と共同で、電気エネルギーを発生するように構成され
ており、
　上記ハウジングの少なくとも１つの上記内側表面、または、上記の少なくとも１つの内
部構成要素に結合されている複数のマイクロチャネル、を更に備えており、
　上記複数のマイクロチャネルは、少なくとも２つのマイクロチャネルの組に分割されて
おり、上記の２つの組は、少なくとも１つのバルブによって分割されており、
　上記バルブに制御信号を供給するように構成されている制御装置、を更に備えており、
　上記バルブは、上記の少なくとも２つの組における流体の流れを制御するように構成さ
れており、上記制御信号は熱制御の要求に基づいており、
　上記マイクロチャネルに結合されているヒートシンク、を更に備えており、
　上記ヒートシンクは、上記マイクロチャネルおよび上記ヒートシンクを通過して流れる
上記流体を介して、上記マイクロチャネルの表面に熱エネルギーを移送するか、または、
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当該表面から熱エネルギーを移送するよう構成されている、
ことを特徴とする電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置。
【請求項４３】
　外側表面および内側表面を有するハウジングを設けることと、
　上記ハウジングの中に存在する他の構成要素、化学物質、または物質と共同で、電気エ
ネルギーを発生するように構成される少なくとも１つの構成要素を上記ハウジングの中に
結合させることと、
　上記ハウジングの少なくとも１つの上記内側表面、または、上記の少なくとも１つの内
部構成要素に結合される複数のマイクロチャネルを形成することと、を含んでおり、
　上記複数のマイクロチャネルは、少なくとも２つのマイクロチャネルの組に分割されて
おり、上記の２つの組は、少なくとも１つのバルブによって分割されており、
　上記バルブに制御信号を供給するように構成される制御装置を設けること、を更に含ん
でおり、
　上記バルブは、上記の少なくとも２つの組における流体の流れを制御するように構成さ
れており、上記制御信号は、熱制御の要求に基づいており、
　上記マイクロチャネルに結合されているヒートシンクを設けること、を更に含んでおり
、
　上記ヒートシンクは、上記マイクロチャネルに熱エネルギーを移送するか、または、上
記マイクロチャネルから熱エネルギーを移送するように構成されており、
　上記マイクロチャネルおよびラジエーターを通して流体を流すこと、を更に含んでいる
、
ことを特徴とする電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置の熱制御の
方法。
【請求項４４】
　マイクロチャネルを通過する流体の流れを制御するように構成されている制御可能な流
体流動装置を有しているマイクロチャネル熱制御システムを含む電気エネルギー蓄積装置
または電気化学エネルギー発生装置を設けることと、
　上記電気エネルギー蓄積装置または上記電気化学エネルギー発生装置からのエネルギー
の要求が予測される時間、または、上記電気エネルギー蓄積装置の充電が予測される時間
に関連する所定の時間に、制御信号を上記制御可能な流体の流れの装置に供給するように
構成されている制御装置を設けることと、
　上記の予測されたエネルギーの要求、または、上記電気エネルギー蓄積装置の上記の予
測された充電を決定するようにプログラミングが構成されている、プログラムされたプロ
セッサを設けることと、を含んでいる、
ことを特徴とする電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置の温度を変
更する方法。
【請求項４５】
　上記マイクロチャネルは、少なくとも１つの構成要素の一部に形成されており、上記少
なくとも１つの構成要素は、固体電解質を含んでいる、
ことを特徴とする請求項４４に記載の方法。
【請求項４６】
　上記マイクロチャネルは、少なくとも１つの構成要素の一部に形成されており、上記少
なくとも１つの構成要素は、電気接点を含んでいる、
ことを特徴とする請求項４４に記載の方法。
【請求項４７】
　上記マイクロチャネルは、少なくとも１つの構成要素の一部に形成されており、上記少
なくとも１つの構成要素は、導電体を含んでいる、
ことを特徴とする請求項４４に記載の方法。
【請求項４８】
　上記マイクロチャネルは、少なくとも１つの構成要素の一部に形成されており、上記少
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なくとも１つの構成要素は、誘電体を含んでいる、
ことを特徴とする請求項４４に記載の方法。
【請求項４９】
　上記マイクロチャネルは、少なくとも１つの構成要素の一部に形成されており、上記少
なくとも１つの構成要素は、セパレーターを含んでいる、
ことを特徴とする請求項４４に記載の方法。
【請求項５０】
　上記マイクロチャネルは、ハウジングの内側表面に少なくとも部分的に一体化して形成
されている、
ことを特徴とする請求項４４に記載の方法。
【請求項５１】
　上記マイクロチャネルは、少なくとも１つの構成要素に少なくとも部分的に一体化して
形成されている、
ことを特徴とする請求項４４に記載の方法。
【請求項５２】
　上記マイクロチャネルは、上記マイクロチャネルの少なくとも一部を通過する上記流体
の層流を引き起こすように構成されている、
ことを特徴とする請求項４４に記載の方法。
【請求項５３】
　少なくとも１つの構成要素は、熱制御用構成要素を含んでおり、上記熱制御用構成要素
は、ハウジングの中に配置されている、
ことを特徴とする請求項４４に記載の方法。
【請求項５４】
　上記流体は、メカニカルポンプによって少なくとも部分的に循環されている、
ことを特徴とする請求項４４に記載の方法。
【請求項５５】
　上記流体は、対流によって少なくとも部分的に循環されている、
ことを特徴とする請求項４４に記載の方法。
【請求項５６】
　上記流体は、電気浸透によって少なくとも部分的に循環されている、
ことを特徴とする請求項４４に記載の方法。
【請求項５７】
　上記流体は、毛管力によって少なくとも部分的に循環されている、
ことを特徴とする請求項４４に記載の方法。
【請求項５８】
　外側表面および内側表面を有するハウジングを備えている電気エネルギー蓄積装置また
は電気化学エネルギー発生装置から電流を引き出すために電気的負荷を設置することと、
　上記ハウジングの中の少なくとも１つの構成要素によって電流を発生することと、を含
んでおり、
　上記少なくとも１つの構成要素は、上記ハウジングの中に存在する他の構成要素、化学
物質、または物質と共同で、電気エネルギーを発生するように構成されており、
　上記ハウジングの少なくとも１つの上記内側表面、または、上記少なくとも１つの構成
要素に結合されている複数のマイクロチャネルに熱を移送することによって、上記電気エ
ネルギー蓄積装置の温度を変更することと、
　集められた熱を上記マイクロチャネルに結合されているヒートシンクを通して排除する
こと、を更に含んでおり、
　上記ヒートシンクは、流体から熱エネルギーを移送しつつ、上記マイクロチャネルを通
過して流れる上記流体を受けるように構成されている、
ことを特徴とする電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置を動作させ
る方法。
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【請求項５９】
　ハウジングを備えつつ、上記ハウジングの中に内部構成要素を備えている電気エネルギ
ー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置を設けることと、
　上記ハウジングの少なくとも１つの内部、または、上記内部構成要素に一体化されてい
るマイクロチャネル流体熱制御システムを設けることと、
　上記電気エネルギー蓄積装置または上記電気化学エネルギー発生装置を少なくとも部分
的に放電するため、および、上記電気エネルギー蓄積装置または上記電気化学エネルギー
発生装置からの電気エネルギーを使用するための基盤となるように上記電気エネルギー蓄
積装置または上記電気化学エネルギー発生装置を構成することと、
を含んでいる、
ことを特徴とする電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置から出力を
供給する方法。
【請求項６０】
　ハウジングを備えつつ、上記ハウジングの中に内部構成要素を備えている電気エネルギ
ー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置を受けることと、
　上記ハウジングの少なくとも１つの内部、または、上記内部構成要素に一体化されてい
るマイクロチャネル流体熱制御システムを受けることと、
　上記電気エネルギー蓄積装置または上記電気化学エネルギー発生装置から少なくとも部
分的に出力を放電することと、を含んでおり、
　上記電気エネルギー蓄積装置または上記電気化学エネルギー発生装置は、電源を放電す
るため、および、上記電気エネルギー蓄積装置または上記電気化学エネルギー発生装置か
らの電気エネルギーを使用するための基盤となるように構成されており、
　上記マイクロチャネル流体熱制御システムを通過して流れる流体から熱を放出すること
、を更に含んでいる、
ことを特徴とする電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置から出力を
供給する方法。
【請求項６１】
　外側表面および内側表面を有するハウジングを備えている電気エネルギー蓄積装置を充
電するための電流を受けるように、上記電気エネルギー蓄積装置を構成することと、
　上記ハウジングの中に少なくとも１つの構成要素を構成することと、を含んでおり、
　上記少なくとも１つの構成要素は、放電段階の間は、上記ハウジングの中に存在する他
の構成要素、化学物質、または物質と共同で、電気エネルギーを発生するように構成され
ており、充電段階の間は、電荷を受けるように構成されており、
　充電段階の間に発生した熱を受けるために、上記ハウジングの少なくとも１つの上記内
側表面、または、上記少なくとも１つの内部構成要素に結合されている複数のマイクロチ
ャネルを設けることと、
　上記マイクロチャネルの中に流体を供給することと、
　上記流体から上記熱を集めるために、上記マイクロチャネルに結合されたヒートシンク
を設けることと、を更に含んでおり、
　上記ヒートシンクは、上記マイクロチャネルおよび上記ヒートシンクを通過して流れる
上記流体に熱エネルギーを移送するか、または、上記マイクロチャネルおよび上記ヒート
シンクを通過して流れる上記流体から熱エネルギーを移送するように構成されている、
ことを特徴とする電気エネルギー蓄積装置を充電する方法。
【請求項６２】
　充電源から電流を引き出すために、外側表面および内側表面を有するハウジングを備え
ている電気エネルギー蓄積装置を設置することと、
　上記ハウジングの中の少なくとも１つの構成要素によって電流を受けることと、を含ん
でおり、
　上記少なくとも１つの構成要素は、上記ハウジングの中に存在する他の構成要素、化学
物質、または物質と共同で、電気エネルギーを受けるように構成されており、
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　上記ハウジングの少なくとも１つの上記内側表面、または、上記少なくとも１つの構成
要素に結合されている複数のマイクロチャネルに熱を移送することによって、上記電気エ
ネルギー蓄積装置の温度を変更することと、
　上記マイクロチャネルに結合されているヒートシンクを通して、集められた熱を排除す
ることと、を更に含んでおり、
　上記ヒートシンクは、上記マイクロチャネルに熱エネルギーを移送するか、または、上
記マイクロチャネルから熱エネルギーを移送しつつ、上記マイクロチャネルおよび上記ヒ
ートシンクを通過して流れる流体を受けるように構成されている、
ことを特徴とする電気エネルギー蓄積装置を充電する方法。
【請求項６３】
　ハウジングを備えつつ、上記ハウジングの中に内部構成要素を備えている電気エネルギ
ー蓄積装置を受けることと、
　マイクロチャネル流体熱制御システムを上記ハウジングの少なくとも１つの内部、また
は、上記内部構成要素に一体化させることと、
　充電源から上記電気エネルギー蓄積装置によって電流を受けることと、
を含んでいる、
ことを特徴とする電気エネルギー蓄積装置を充電する方法。
【請求項６４】
　電源のためのマイクロチャネル熱制御システムに結合された、制御可能な流れを伴う流
体制御システムと、
　上記電源に結合されている電気的特性センサーと、
　制御アルゴリズムが組み込まれており、上記流体制御システムの機能をエネルギー蓄積
または電気化学エネルギー発生装置の少なくとも１つの状態の関数として制御するように
構成されている制御装置と、を備えており、
　電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置は、電流を供給するように
構成されている、
ことを特徴とするエネルギー蓄積または電気化学エネルギー発生装置のための熱制御シス
テム。
【請求項６５】
　電気エネルギー蓄積装置のためのマイクロチャネル熱制御システムに結合された、制御
可能な流れを伴う流体制御システムと、
　上記電気エネルギー蓄積装置に結合されている電気的特性センサーと、
　制御アルゴリズムが組み込まれており、上記流体制御システムの機能をエネルギー蓄積
または電気化学エネルギー発生装置の少なくとも１つの状態の関数として制御するように
構成されている制御装置と、を備えており、
　上記電気エネルギー蓄積装置は、電流を供給するように構成されつつ、電流によって充
電されるように構成されている、
ことを特徴とする電気エネルギー蓄積装置の熱制御システム。
【請求項６６】
　流体流制御システムの動作をエネルギー蓄積または電気化学エネルギー発生装置の少な
くとも１つの状態の関数として制御するように、制御アルゴリズムを制御装置に組み込む
ことと、
　電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置のためのマイクロチャネル
熱制御システムを設けることと、
　上記電気エネルギー蓄積装置または上記電気化学エネルギー発生装置に結合されており
、上記電気エネルギー蓄積装置または上記電気化学エネルギー発生装置の少なくとも１つ
の電気的特性を検出するように構成されつつ、上記制御装置に対する少なくとも１つの特
性を表す信号を供給するように構成されている電気的特性センサーを設けることと、を含
んでおり、
　電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置は、電流を供給するように
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構成されており、
　上記マイクロチャネル熱制御システムは、電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネ
ルギー発生装置を少なくとも部分的に冷却するように構成されており、
　上記マイクロチャネル熱制御システムは、上記マイクロチャネルを通して流体を流すよ
うに構成されており、
　上記流体は、上記電気エネルギー蓄積装置または上記電気化学エネルギー発生装置によ
って発生された熱を受ける、
ことを特徴とする電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置の温度を変
更する方法。
【請求項６７】
　制御可能な流れを伴う流体制御システムの動作を電気エネルギー蓄積装置の少なくとも
１つの状態の関数として制御するように、制御アルゴリズムを制御装置に組み込むことと
、
　上記電気エネルギー蓄積装置のためのマイクロチャネル熱制御システムを設けることと
、
　上記電気エネルギー蓄積装置に結合されており、上記電気エネルギー蓄積装置の少なく
とも１つの電気的特性を検出しつつ、上記制御装置に上記少なくとも１つの特性を表す信
号を供給するように構成されている電気的特性センサーを設けることと、を含んでおり、
　上記電気エネルギー蓄積装置は、電流を供給しつつ電流を受けるように構成されており
、
　上記マイクロチャネル熱制御システムは、上記電気エネルギー蓄積装置を少なくとも部
分的に冷却するように構成されており、
　上記マイクロチャネル熱制御システムは、上記マイクロチャネルを通して流体を流すよ
うに構成されており、
　上記流体は、上記電気エネルギー蓄積装置の充電期間において発生した熱を受ける、
ことを特徴とする電気エネルギー蓄積装置の温度を変更する方法。
【請求項６８】
　電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置のためのマイクロチャネル
熱制御システムに結合されている制御可能な流体流装置と、
　電源に結合されている電気的特性センサーと、
　制御アルゴリズムが組み込まれており、上記制御可能な流体流装置の機能を上記電源を
使用する携帯型装置の状態の関数として制御するように構成されている制御装置と、
を備えており、
　上記電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置は、電流を供給するよ
うに構成されている、
ことを特徴とする電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置の熱制御シ
ステム。
【請求項６９】
　電気エネルギー蓄積装置のためのマイクロチャネル熱制御システムに結合されている制
御可能な流体流装置と、
　電源に結合されている電気的特性センサーと、
　制御アルゴリズムが組み込まれており、上記制御可能な流体流装置の機能を上記電気エ
ネルギー蓄積装置を使用する携帯型装置の状態の関数として制御するように構成されてい
る制御装置と、
を備えており、
　上記電気エネルギー蓄積装置は、電流を供給するように構成され、電流により充電され
るように構成されている、
ことを特徴とする電気エネルギー蓄積装置の熱制御システム。
【請求項７０】
　制御可能な流体流装置の動作を電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生
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装置を使用する携帯型装置の状態の関数として制御するように、制御アルゴリズムを制御
装置に組み込むことと、
　上記電気エネルギー蓄積装置または上記電気化学エネルギー発生装置のためのマイクロ
チャネル熱制御システムを設けることと、
　上記電気エネルギー蓄積装置または上記電気化学エネルギー発生装置に結合されており
、上記電気エネルギー蓄積装置または上記電気化学エネルギー発生装置の少なくとも１つ
の電気的特性を検出しつつ、上記制御装置に上記少なくとも１つの特性を表す信号を供給
するように構成されている電気的特性センサーを設けることと、を含んでおり、
　上記電気エネルギー蓄積装置または上記電気化学エネルギー発生装置は、電流を供給す
るように構成されており、
　上記マイクロチャネル熱制御システムは、上記電気エネルギー蓄積装置または上記電気
化学エネルギー発生装置の少なくとも部分的な温度を変更するように構成されており、
　上記マイクロチャネル熱制御システムは、上記マイクロチャネルを通して流体を流すよ
うに構成されており、
　上記流体は、上記電気エネルギー蓄積装置または上記電気化学エネルギー発生装置によ
って発生される熱を受ける、
ことを特徴とする電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置の温度を変
更する方法。
【請求項７１】
　電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置のためのマイクロチャネル
熱制御システムに結合されている制御可能な流体流装置と、
　少なくとも１つの車両の状態を決定するように構成されているプロセッサと、
　上記プロセッサに結合されつつ、少なくとも１つの車両の特性を検出するように構成さ
れている車両センサーと、
　制御アルゴリズムが組み込まれており、上記流体流装置の機能を少なくとも１つの車両
の状態の関数として制御するように構成されている制御装置と、
を備えており、
　上記電気エネルギー蓄積装置または上記電気化学エネルギー発生装置は、電流を供給す
るように構成されており、
　上記車両は、上記電気エネルギー蓄積装置または上記電気化学エネルギー発生装置を使
用する、
ことを特徴とする電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置の熱制御シ
ステム。
【請求項７２】
　電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置のためのマイクロチャネル
熱制御装置に結合されている制御可能な流体流装置と、
　少なくとも１つの車両の状態を決定するように構成されているプロセッサと、
　上記プロセッサに結合されつつ、少なくとも１つの車両の特性を検出するように構成さ
れている車両センサーと、
　制御アルゴリズムが組み込まれており、少なくとも１つの車両の状態の関数として上記
流体流装置の機能を制御するように構成されている制御装置と、
を備えており、
　上記電気エネルギー蓄積装置または上記電気化学エネルギー発生装置は、電流を供給す
るように構成されつつ、電流によって充電されるように構成されており、
　上記車両は、上記電気エネルギー蓄積装置または上記電気化学エネルギー発生装置を使
用する、
ことを特徴とする電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置の熱制御シ
ステム。
【請求項７３】
　車両の状態の関数として制御可能な流体流装置の動作を制御するように、制御アルゴリ
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ズムを制御装置に組み込むことと、
　電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置のためのマイクロチャネル
熱制御システムを設けることと、
　少なくとも１つの車両の状態を決定するように構成されているプロセッサを設けること
と、
　上記プロセッサに結合されており、少なくとも１つの車両の特性を検出するように構成
されており、上記車両の少なくとも１つの特性を検出しつつ、上記プロセッサに上記少な
くとも１つの特性を表す信号を供給するように構成されている車両センサーを設けること
と、を含んでおり、
　上記車両は、電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置を使用してお
り、
　上記電気エネルギー蓄積装置または上記電気化学エネルギー発生装置は、電流を供給す
るように構成されており、
　上記マイクロチャネル熱制御システムは、上記電気エネルギー蓄積装置または上記電気
化学エネルギー発生装置の少なくとも部分的な温度を変更するように構成されており、
　上記マイクロチャネル熱制御システムは、上記マイクロチャネルを通して流体を流すよ
うに構成されており、
　上記流体は、上記電気エネルギー蓄積装置または上記電気化学エネルギー発生装置によ
って発生された熱を受ける、
ことを特徴とする電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置を動作させ
る方法。
【請求項７４】
　電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置から電流を引き出す電気的
負荷を設置すること、を含んでおり、
　上記電気エネルギー蓄積装置または上記電気化学エネルギー発生装置は、外側表面およ
び内側表面を有するハウジングを備えており、
　上記ハウジングの中の少なくとも１つの構成要素によって電流を発生すること、を更に
含んでおり、
　上記少なくとも１つの構成要素は、上記ハウジングの中に存在する他の構成要素、化学
物質、または物質と共同で、電気エネルギーを発生するように構成されており、
　上記ハウジングの少なくとも１つの内側表面、または、上記の少なくとも１つの内部構
成要素に結合されている複数のマイクロチャネルに熱を移送することによって、電気エネ
ルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置の温度を変更すること、を更に含んで
おり、
　少なくとも１つのマイクロチャネルは、高熱伝導率体で少なくとも部分的に形成または
被覆されており、
　上記高熱伝導率体は、高ｋ値を有しており、
　上記高ｋ値は、略４１０Ｗ／（ｍ・Ｋ）よりも大きく、
　上記マイクロチャネルに結合されているヒートシンクを通して、集められた熱を移送す
ること、を更に含んでおり、
　上記ヒートシンクは、上記マイクロチャネルに熱エネルギーを移送するか、または、上
記マイクロチャネルから熱エネルギーを移送しつつ、上記マイクロチャネルを通過して流
れる流体を受けるように構成されている、
ことを特徴とする電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置を動作させ
る方法。
【請求項７５】
　ハウジングを備えつつ、上記ハウジングの中に内部構成要素を備えている電気エネルギ
ー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置を設けることと、
　上記ハウジングの少なくとも１つの内部、または、上記内部構成要素に一体化されてい
るマイクロチャネル流体熱制御システムを設けることと、
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　上記電気エネルギー蓄積装置または上記電気化学エネルギー発生装置を放電するため、
および、上記電気エネルギー蓄積装置または上記電気化学エネルギー発生装置からの電気
エネルギーを使用するための基盤となるように、上記電気エネルギー蓄積装置または上記
電気化学エネルギー発生装置を構成することと、を含んでおり、
　少なくとも１つのマイクロチャネルは、高熱伝導率体で少なくとも部分的に形成または
被覆されており、
　上記高熱伝導率体は、高ｋ値を有しており、
　上記高ｋ値は、略４１０Ｗ／（ｍ・Ｋ）よりも大きい、
ことを特徴とする電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置から電流を
供給する方法。
【請求項７６】
　ハウジングを備えつつ、上記ハウジングの中に内部構成要素を備えている電気エネルギ
ー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置を受けることと、
　上記ハウジングの少なくとも１つの内部、または、上記内部構成要素に一体化されてい
るマイクロチャネル流体熱制御システムを受けることと、
　上記電気エネルギー蓄積装置または上記電気化学エネルギー発生装置から電流を放電す
ることと、を含んでおり、
　少なくとも１つのマイクロチャネルは、高熱伝導率体で少なくとも部分的に形成または
被覆されており、
　上記高熱伝導率体は、高ｋ値を有しており、
　上記高ｋ値は、略４１０Ｗ／（ｍ・Ｋ）よりも大きく、
　上記電気エネルギー蓄積装置または上記電気化学エネルギー発生装置は、上記電気エネ
ルギー蓄積装置または上記電気化学エネルギー発生装置を放電するため、および、電源か
らの電気エネルギーを使用するための基盤となるように構成されている、
ことを特徴とする電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置から電流を
供給する方法。
【請求項７７】
　電気エネルギー蓄積装置を充電するための電流を受けるように、当該電気エネルギー蓄
積装置を構成すること、を含んでおり、
　上記電気エネルギー蓄積装置は、外側表面および内側表面を有するハウジングを備えて
おり、
　上記ハウジングの中に少なくとも１つの構成要素を構成すること、を更に含んでおり、
　上記少なくとも１つの構成要素は、放電段階の間は、上記ハウジングの中に存在する他
の構成要素、化学物質、または物質と共同で、電気エネルギーを発生するように構成され
ており、
　上記少なくとも１つの構成要素は、充電段階の間は電荷を受けるように構成されており
、
　上記ハウジングの少なくとも１つの上記内側表面、または、上記の少なくとも１つの内
部構成要素に結合されている複数のマイクロチャネルを、上記充電段階の間は発生する熱
、および、上記マイクロチャネルの中の流体を受けるように設けること、を更に含んでお
り、
　少なくとも１つのマイクロチャネルは、高熱伝導率体で少なくとも部分的に形成または
被覆されており、
　上記高熱伝導率体は、高ｋ値を有しており、
　上記高ｋ値は、略４１０Ｗ／（ｍ・Ｋ）よりも大きく、
　上記流体から熱を移送するための、上記マイクロチャネルに結合されているヒートシン
クを設けること、を更に含んでおり、
　上記ヒートシンクは、上記マイクロチャネルを通過して流れる上記流体に熱エネルギー
を移送するか、または、当該流体から熱エネルギーを移送するように構成されている、
ことを特徴とする電気エネルギー蓄積装置を充電する方法。
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【請求項７８】
　充電源から電流を引き出すように電気エネルギー蓄積装置を設置すること、を含んでお
り、
　上記電気エネルギー蓄積装置は、外側表面および内側表面を有するハウジングを備えて
おり、
　上記ハウジングの中の少なくとも１つの構成要素によって電流を発生すること、を更に
含んでおり、
　上記少なくとも１つ構成要素は、上記ハウジングの中に存在する他の構成要素、化学物
質、または物質と共同で、電気エネルギーを発生するように構成されており、
　上記ハウジングの少なくとも１つの内側表面、または、上記の少なくとも１つの内部構
成要素に結合されている複数のマイクロチャネルに熱を移送することによって、上記電気
エネルギー蓄積装置の温度を変更すること、を更に含んでおり、
　少なくとも１つのマイクロチャネルは、高熱伝導率体で少なくとも部分的に形成または
被覆されており、
　上記高熱伝導率体は、高ｋ値を有しており、
　上記高ｋ値は、略４１０Ｗ／（ｍ・Ｋ）よりも大きく、
　上記マイクロチャネルに結合されているヒートシンクを通して熱を移送すること、を更
に含んでおり、
　上記ヒートシンクは、上記マイクロチャネルから熱エネルギーを放出しつつ、上記マイ
クロチャネルを通過して流れる流体を受けるように構成されている、
ことを特徴とする電気エネルギー蓄積装置を充電する方法。
【請求項７９】
　ハウジングを備えつつ、上記ハウジングの中に内部構成要素を備えている電気エネルギ
ー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置を受けることと、
　上記ハウジングの少なくとも１つの内部、または、上記内部構成要素に一体化されてい
るマイクロチャネル流体熱制御システムを受けることと、
　充電源、上記電気エネルギー蓄積装置または上記電気化学エネルギー発生装置から、電
気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置によって電流を受けることと、
を含んでおり、
　少なくとも１つのマイクロチャネルは、高熱伝導率体で少なくとも部分的に形成または
被覆されており、
　上記高熱伝導率体は、高ｋ値を有しており、
　上記高ｋ値は、略４１０Ｗ／（ｍ・Ｋ）よりも大きい、
ことを特徴とする電気エネルギー蓄積装置を充電する方法。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
［関連出願の相互参照］
　本願は、以下に挙げる出願（「関連出願」）からの最先の有効出願日の利益に関し、こ
れを主張する（例えば、仮特許出願以外について最先の有効出願日を主張する、または、
仮特許出願について、また、関連出願のあらゆる親出願、親出願の親出願、さらにその親
出願等についての合衆国法典第３５巻第１１９条（ｅ）の利益を主張する）。
【０００２】
　米国特許商標局の法定外要件のため、本願は、本願と同時に出願された、Alistair K. 
Chan、Roderick A. Hyde、Jordin T. Kare、およびLowell L. Wood, Jrらを発明者とする
、METHOD OF OPERATING AN ELECTRICAL ENERGY STORAGE DEVICE USING MICROCHANNELS DU
RING CHARGE AND DISCHARGEという名称の米国特許出願第１２／４５５，０２０号明細書
の一部継続出願を構成している。この米国特許出願は、現在、同時係属中、または、現在
の同時係属出願が出願日の利益を得る資格がある出願である。
【０００３】
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　米国特許商標局の法定外要件のため、本願は、本願と同時に出願された、Alistair K. 
Chan、Roderick A. Hyde、Jordin T. Kare、およびLowell L. Wood, Jrらを発明者とする
、SYSTEM AND METHOD OF ALTERING TEMPERATURE OF AN ELECTRICAL ENERGY STORAGE DEVI
CE OR AN ELECTROCHEMICAL ENERGY GENERATION DEVICE USING HIGH THERMAL CONDUCTIVIT
Y MATERIALSという名称の米国特許出願第１２／４５５，０３１号明細書の一部継続出願
を構成している。この米国特許出願は、現在、同時係属中、または、現在の同時係属出願
が出願日の利益を得る資格がある出願である。
【０００４】
　米国特許商標局の法定外要件のため、本願は、本願と同時に出願された、Alistair K. 
Chan、Roderick A. Hyde、Jordin T. Kare、およびLowell L. Wood, Jrらを発明者とする
、METHOD OF OPERATING AN ELECTRICAL ENERGY STORAGE DEVICE OR AN ELECTROCHEMICAL 
ENERGY GENERATION DEVICE USING HIGH THERMAL CONDUCTIVITY MATERIALS DURING CHARGE
 AND DISCHARGEという名称の米国特許出願第１２／４５５，０３６号明細書の一部継続出
願を構成している。この米国特許出願は、現在、同時係属中、または、現在の同時係属出
願が出願日の利益を得る資格がある出願である。
【０００５】
　米国特許商標局の法定外要件のため、本願は、本願と同時に出願された、Alistair K. 
Chan、Roderick A. Hyde、Jordin T. Kare、およびLowell L. Wood, Jrらを発明者とする
、SYSTEM FOR ALTERING TEMPERATURE OF AN ELECTRICAL ENERGY STORAGE DEVICE OR AN E
LECTROCHEMICAL ENERGY GENERATION DEVICE USING MICROCHANNELS BASED ON STATES OF T
HE DEVICEという名称の米国特許出願第１２／４５５，０１５号明細書の一部継続出願を
構成している。この米国特許出願は、現在、同時係属中、または、現在の同時係属出願が
出願日の利益を得る資格がある出願である。
【０００６】
　米国特許商標局の法定外要件のため、本願は、本願と同時に出願された、Alistair K. 
Chan、Roderick A. Hyde、Jordin T. Kare、およびLowell L. Wood, Jrらを発明者とする
、SYSTEM FOR ALTERING TEMPERATURE OF AN ELECTRICAL ENERGY STORAGE DEVICE OR AN E
LECTROCHEMICAL ENERGY GENERATION DEVICE USING HIGH THERMAL CONDUCTIVITY MATERIAL
S BASED ON STATES OF THE DEVICEという名称の米国特許出願第１２／４５５，０１９号
明細書の一部継続出願を構成している。この米国特許出願は、現在、同時係属中、または
、現在の同時係属出願が出願日の利益を得る資格がある出願である。
【０００７】
　米国特許商標局の法定外要件のため、本願は、本願と同時に出願された、Alistair K. 
Chan、Roderick A. Hyde、Jordin T. Kare、およびLowell L. Wood, Jrらを発明者とする
、SYSTEM FOR OPERATING AN ELECTRICAL ENERGY STORAGE DEVICE OR AN ELECTROCHEMICAL
 ENERGY GENERATION DEVICE USING MICROCHANNELS BASED ON MOBILE DEVICE STATES AND 
VEHICLE STATESという名称の米国特許出願第１２／４５５，０２３号明細書の一部継続出
願を構成している。この米国特許出願は、現在、同時係属中、または、現在の同時係属出
願が出願日の利益を得る資格がある出願である。
【０００８】
　米国特許商標局の法定外要件のため、本願は、本願と同時に出願された、Alistair K. 
Chan、Roderick A. Hyde、Jordin T. Kare、およびLowell L. Wood, Jrらを発明者とする
、SYSTEM AND METHOD OF OPERATING AN ELECTRICAL ENERGY STORAGE DEVICE OR AN ELECT
ROCHEMICAL ENERGY GENERATION DEVICE USING THERMAL CONDUCTIVITY MATERIALS BASED O
N MOBILE DEVICE STATES AND VEHICLE STATESという名称の米国特許出願第１２／４５５
，０３７号明細書の一部継続出願を構成している。この米国特許出願は、現在、同時係属
中、または、現在の同時係属出願が出願日の利益を得る資格がある出願である。
【０００９】
　米国特許商標局の法定外要件のため、本願は、本願と同時に出願された、Alistair K. 
Chan、Roderick A. Hyde、Jordin T. Kare、およびLowell L. Wood, Jrらを発明者とする
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、SYSTEM AND METHOD OF OPERATING AN ELECTRICAL ENERGY STORAGE DEVICE OR AN ELECT
ROCHEMICAL ENERGY GENERATION DEVICE, DURING CHARGE OR DISCHARGE USING MICROCHANN
ELS AND HIGH THERMAL CONDUCTIVITY MATERIALSという名称の米国特許出願第１２／４５
５，０１６号明細書の一部継続出願を構成している。この米国特許出願は、現在、同時係
属中、または、現在の同時係属出願が出願日の利益を得る資格がある出願である。
【００１０】
　米国特許商標局の法定外要件のため、本願は、本願と同時に出願された、Alistair K. 
Chan、Roderick A. Hyde、Jordin T. Kare、およびLowell L. Wood, Jrらを発明者とする
、SYSTEM AND METHOD OF OPERATING AN ELECTRICAL ENERGY STORAGE DEVICE OR AN ELECT
ROCHEMICAL ENERGY GENERATION DEVICE USING MICROCHANNELS AND HIGH THERMAL CONDUCT
IVITY MATERIALSという名称の米国特許出願第１２／４５５，０２５号明細書の一部継続
出願を構成している。この米国特許出願は、現在、同時係属中、または、現在の同時係属
出願が出願日の利益を得る資格がある出願である。
【００１１】
　米国特許商標局（ＵＳＰＴＯ）は、ＵＳＰＴＯのコンピュータプログラムにおいて、特
許出願人が、整理番号、および、出願が継続中かまたは一部継続中かの表示の両方の参照
を必要とすることに関する通知を発表した。これは「先願の利益」と題された、Stephen 
G. Kuninによる通知（２００３年３月１８日付ＵＳＰＴＯ官報）であり、http://www.usp
to.gov/web/office/com/sol/og/2003/week11/patbene.htm で閲覧可能である。本願の出
願団体（以下、「出願人」）は、法令に則って優先権が主張されている出願に対する特定
の参照を上で示している。出願人は、米国に対し優先権を主張するために、法令は特定の
参照言語において一義的であり、米国特許出願の優先権を主張するための整理番号または
「継続中」もしくは「一部継続中」等のいかなる特徴も必要としないと理解している。し
かしながら、出願人は、ＵＳＰＴＯのコンピュータプログラムが所定のデータ入力要件を
有すると理解しているので、上記のように本願をその親出願の一部継続出願として表示す
るが、このような表示は、本願がその親出願に含まれる事項に加えて何らかの新規事項を
含んでいるか否かについて、あらゆるタイプの注釈および／または承認であるように解釈
されるべきではない。
【００１２】
　関連出願の全ての主題、および、関連出願の親出願、親出願の親出願、さらにその親出
願等の何れかまたは全ての主題は、参照することによって、このような主題が本明細書と
一貫性を有する範囲で本明細書に組み込まれるものとする。
【００１３】
 ［背景技術］
　本明細書における記載は、一般に、電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー
発生装置のためのマイクロチャネル熱制御システムの分野に関連している。マイクロチャ
ネル冷却は、従来、集積回路およびレーザダイオードのような装置に適用されてきた。し
かしながら、マイクロチャネル冷却は、電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギ
ー発生装置を冷却するという限定的な適用でしかなかった。
【００１４】
　従来、様々な構造および様々な用法にてマイクロチャネル等を使用することによる、電
気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置の熱制御のための有利な構造お
よび方法が求められている。
【００１５】
 ［発明の概要］
　１つの態様では、温度を変更する方法が、外側表面および内側表面を有するハウジング
を設けることを含んでいる。当該方法は、当該ハウジングの中に少なくとも１つの構成要
素を結合させることも含んでいる。当該少なくとも１つの構成要素は、当該ハウジングの
中に存在する他の構成要素、化学物質、または物質と共同で電気エネルギーを発生するよ
うに構成されている。更に、当該方法は、当該ハウジングの少なくとも１つの内側表面、
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または、少なくとも１つの内部構成要素に結合されている複数のマイクロチャネルを形成
することを含んでいる。更に、当該方法は、当該マイクロチャネルに結合されているヒー
トシンクを設けることを含んでいる。当該ヒートシンクは、当該マイクロチャネルに熱エ
ネルギーを移送するか、または、当該マイクロチャネルから熱エネルギーを移送するよう
に構成されている。更に、当該方法は、当該マイクロチャネルおよび当該ヒートシンクを
通して流体を流すことを含んでいる。
【００１６】
　上記に加えて、他の方法の態様が、本開示の一部を形成している特許請求の範囲、図面
、および本文において記載されている。
【００１７】
　１つ以上の様々な態様では、関連するシステムが、本明細書にて参照される方法の態様
を実行するための回路および／またはプログラミングを含むがこれに限定されていない。
当該回路および／または当該プログラミングは、システム設計者のシステム選択に依存し
た、本明細書にて参照される方法の態様を実行するように構成されるハードウェア、ソフ
トウェア、および／またはファームウェアの実際のあらゆる組み合わせであり得る。また
、様々な構造的要素が、システム設計者のシステム選択に依存して用いられてもよい。
【００１８】
　１つの態様では、電気エネルギー蓄積装置が、外側表面および内側表面を有するハウジ
ングを備えている。当該装置は、当該ハウジングの中に少なくとも１つの構成要素も備え
ている。当該少なくとも１つの構成要素は、当該ハウジングの中に存在する少なくとも１
つの他の構成要素、化学物質、または物質と共同で電力を発生するように構成されている
。複数のマイクロチャネルが、当該ハウジングの少なくとも１つの内側表面、または、少
なくとも１つの内部構成要素に結合されている。ヒートシンクが、当該マイクロチャネル
に結合されている。当該ヒートシンクは、当該マイクロチャネルを通過して流れる流体に
熱を移送するか、または、当該流体から熱を移送するように構成されている。
【００１９】
　他の態様では、燃料電池が、外側表面および内側表面を有するハウジングを備えている
。当該燃料電池は、当該ハウジングの中に少なくとも１つの構成要素も備えている。当該
少なくとも１つの構成要素は、当該ハウジングの中に存在する少なくとも１つの他の構成
要素、化学物質、または物質と共同で電力を発生するように構成されている。また、当該
燃料電池は、当該ハウジングの少なくとも１つの内側表面、または、少なくとも１つの内
部構成要素に結合されている複数のマイクロチャネルを備えている。ヒートシンクが、当
該マイクロチャネルに結合されている。当該ヒートシンクは、当該マイクロチャネルを通
過して流れる流体に熱を移送するか、または、当該流体から熱を移送するように構成され
ている。
【００２０】
　上記に加えて、他のシステムの態様が、本開示の一部を形成している特許請求の範囲、
図面、および本文において記載されている。
【００２１】
　上記に加えて、様々な他の方法および／またはシステムおよび／またはプログラム製品
の態様が、本開示の本文（例えば、特許請求の範囲および／または詳細な記述）および／
または図面のような教示において説明され記載されている。
【００２２】
　上記は概要であり、それ故、必然的に詳細の簡略化、一般化、および省略を含む。従っ
て、当業者であれば、本概要は説明のみのためであり、何れの点においても限定するよう
には意図されていないことを理解するであろう。本明細書に記載されている装置および／
またはプロセスおよび／または他の主題に係る他の態様、特徴、および利点は、本明細書
において説明されている教示において明らかになるであろう。
【００２３】
 ［図面の簡単な説明］
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　上記の概要は説明のみのためであり、何れの点においても限定するようには意図されて
いないことを理解するであろう。上述の説明的な態様、実施形態、および特徴に加えて、
更なる態様、実施形態、および特徴が、以下の図面および詳細な説明を参照することによ
って明らかになるであろう。
【００２４】
　図１は、電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置に関連した例示的
なマイクロチャネル温度変更システムである。
【００２５】
　図２は、複数のマイクロチャネルの断面図および切取内部図の例示的な図である。
【００２６】
　図３は、電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置の温度を変更する
ための例示的なプロセスの図である。
【００２７】
　図４は、電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置の温度を変更する
ための例示的なプロセスの図である。
【００２８】
　図５は、放電期間における電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置
の温度を変更するための例示的なプロセスの図である。
【００２９】
　図６は、放電期間における電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置
の温度を変更するための例示的なプロセスの図である。
【００３０】
　図７は、充電期間における電気エネルギー蓄積装置の温度を変更するための例示的なプ
ロセスの図である。
【００３１】
　図８は、充電期間における電気エネルギー蓄積装置の温度を変更するための例示的なプ
ロセスの図である。
【００３２】
　図９は、充電期間における電気エネルギー蓄積装置の温度を変更するための例示的なプ
ロセスの図である。
【００３３】
　図１０は、電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置に関連した、装
置の温度を変更させる例示的な高熱伝導率体（高熱伝導率物質）である。
【００３４】
　図１１は、高熱伝導率体を使用する電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー
発生装置の温度を変更させるための例示的なプロセスの図である。
【００３５】
　図１２は、放電期間における高熱伝導率体を使用する電気エネルギー蓄積装置または電
気化学エネルギー発生装置の温度を変更させるための例示的なプロセスの図である。
【００３６】
　図１３は、放電期間における高熱伝導率体を使用する電気エネルギー蓄積装置または電
気化学エネルギー発生装置の例示的なプロセスの図である。
【００３７】
　図１４は、放電期間における電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装
置の温度を変更させるための例示的なプロセスの図である。
【００３８】
　図１５は、充電期間における高熱伝導率体を使用する電気エネルギー蓄積装置のための
例示的なプロセスの図である。
【００３９】
　図１６は、充電期間における高熱伝導率体を使用する電気エネルギー蓄積装置の温度を
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変更させるための例示的なプロセスの図である。
【００４０】
　図１７は、マイクロチャネルマニホールドシステムの例示的なブロック図である。
【００４１】
 ［詳細な説明］
　以下の詳細な説明では、本明細書の一部を形成している添付の図面を参照している。図
面では、特に明記しない限り、典型的に同様の符号により同様の構成要素であると見なさ
れる。詳細な説明、図面および特許請求の範囲にて記載されている例示的な実施形態は、
限定的なものではない。本明細書に記載されている主題の精神または範疇から逸脱せずに
、他の実施形態が利用されてもよく、他の変更が為されてもよい。当業者であれば、この
システムの態様をハードウェアで実行することとソフトウェアで実行することとの間にほ
とんど差異がないところにまで最新技術が進歩していることを理解するであろう。ハード
ウェアを使用するか、またはソフトウェアを使用するかは、一般に、コストと効率とのト
レードオフに表されるように設計事項である（が、あるコンテクストにおいてはハードウ
ェアかソフトウェアかの選択は重要になり得るという点において、何時でもという訳では
ない）。当業者であれば、本明細書に記載のプロセスおよび／またはシステムおよび／ま
たは他の技術（例えば、ハードウェア、ソウトウェア、および／またはファームウェア）
が実行される様々な車両が存在すること、および、好適な車両は、当該プロセスおよび／
またはシステムおよび／または他の技術が配置されるコンテクストに伴って変化すること
を十分に理解するであろう。例えば、開発者が、速度および精度が最重要であると決定す
る場合、開発者は、大部分はハードウェアおよび／またはファームウェアの車両を選んで
もよく、柔軟性が最重要である場合、開発者は、大部分がソフトウェアでの実行を選んで
もよく、またはその代わりに、開発者は、ハードウェア、ソフトウェア、および／または
ファームウェアの幾つかの組み合わせを選んでもよい。従って、本明細書に記載のプロセ
スおよび／または装置および／または他の技術が実行され得る幾つかの車両が存在してお
り、利用される何れの車両も、車両が配置されるコンテクスト、および、何れもが可変で
ある開発者の特定の関心事（例えば、速度、柔軟性、または予測可能性）に依存した選択
物であるという点において、何れの車両も本質的に他より優れてはいない。当業者であれ
ば、光学的な実行態様では、光学的に向きつけられたハードウェア、ソフトウェア、およ
び／またはファームウェアが典型的に用いられることを理解するであろう。
【００４２】
　集積回路を冷却するために用いられるマイクロチャネルは、１９８０年代より考えられ
ており、Dr. David Tuckerman教授およびDr. Fabian Pease教授により公開されたリサー
チにおいて開示されている。Pease教授は、シリコンにエッチングされたマイクロチャネ
ルは平方センチ当たり１０００Ｗと同程度に高い密度を提供することを示すリサーチを公
開した。このようなマイクロチャネル構造は、集積回路を冷却することに実際に使用され
るようになると示されている。米国特許第４，５４１，０４０号明細書、米国特許第７，
１５６，１５９号明細書、米国特許第７，１８５，６９７号明細書、および、米国特許出
願公開第２００６／０２３１２３３号明細書に記載されている構造も同様であり、これら
の明細書の全ては参照により本明細書に組み込まれるものとする。しかしながら、電気エ
ネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置の熱制御に実際に適用することは、
実現または提案されていない。このようなマイクロチャネル構造は、特に超高出力密度電
池、または、例えばハイパーキャパシタまたは燃料電池（これに限らない）のような電気
化学エネルギー発生装置のような他の電気的蓄積装置のような装置から、実際に熱を排除
することに適している。マイクロチャネル冷却器、および、これに限らないが、ダイアモ
ンドフィルム、マイクロヒートパイプ、マイクロチャネルプレート等のパッシブ高熱伝導
率体（高熱伝導率物質）が、特に急速充電の間および／または急速放電の間に高熱負荷お
よび高熱出力密度が発生してしまう超高性能ナノ構造電池等の熱制御を実現するために使
用されてもよい。このような装置の例として、米国特許出願公開第２００８／００４４７
２５号明細書に記載の電気エネルギー蓄積装置が挙げられ、この明細書は参照することに
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より本明細書に組み込まれる。この参照は、このような高出力密度電気エネルギー蓄積装
置により実現される幾つかの要求をもまた記載している。
【００４３】
　マイクロ構造マイクロチャネル集熱装置およびヒートシンクの効率は、電気エネルギー
蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置における熱発生点から比較的僅かに離れて循
環しているエネルギー蓄積または電気化学エネルギー発生装置により発生される熱に起因
する。この熱はマイクロチャネルの壁を通して発生されつつ伝導される。また、熱エネル
ギーがラジエーター等のようなヒートシンクに移送される前に、マイクロチャネルの壁か
らの熱は、流体に向けて非常に短い距離を伝導する。マイクロチャネルの高さが典型的に
幅よりも非常に大きいというマイクロチャネル構造により、マイクロチャネルは、電気エ
ネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置の様々な内部部分に組み込まれても
よい。例えば、マイクロチャネル熱制御の構造は、電池または電気化学エネルギー発生装
置のアノードまたはカソードに組み込まれてもよい。更に、マイクロチャネル構造は、電
気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置のハウジングの壁に一体化され
てもよい。更に、マイクロチャネル構造は、電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネ
ルギー発生装置の他の内部部分に組み込まれてもよい。
【００４４】
　マイクロチャネル構造を使用する１つの利点に、チャネル内部の乱流が熱交換効率を増
加する必要がない点が挙げられる。マイクロチャネル構造は、乱流を必要としたり、乱流
を生成したりしない。従来のマイクロチャネルは、冷却効率を増加させるために乱流を必
要としており、さもなくば、チャネル中央部を流れる流体は、比較的冷たいままである。
流体チャネル内部の乱流は、チャネルの壁に隣接する熱い流体と、チャネル中央部の、よ
り冷たい流体とを混合する。しかしながら、このような乱流および混合は、冷却効率を減
少させてしまう。その代わり、マイクロチャネルは、熱交換係数「ｈ」がチャネル幅に逆
比例するという利点を有している。「ｈ」が減少するにつれて効率が増加する。チャネル
が非常に狭いので、流体の非常に薄い層が集熱装置を通過して循環するにつれて、当該層
は完全に加熱される。
【００４５】
　以下に限らないが、携帯型装置、電気自動車、ハイブリッド型電気自動車等のような適
用例に用いられる、電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置のための
小型の熱制御システムは、高熱伝導率体で少なくとも部分的に形成されている集熱装置ま
たはマイクロチャネル集熱装置を有しているマイクロ熱交換器に基づいていてもよい。こ
のようなマイクロチャネル集熱装置は、シリコンや他の金属、または、高熱伝導率体を含
んだ他の物質に機械加工されまたは組み立てられてもよく、以下に限らないが、電気浸透
ポンプまたは他のポンプ等を含んだアクティブポンプシステムまたはパッシブシステムを
使用してもよい。このようなシステムは、マイクロチャネル集熱装置の一部または高熱伝
導率体集熱装置の一部が電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置のハ
ウジングの中に配置されるモジュール方式にて構成される密封された閉システムであって
もよい。マイクロチャネル集熱装置または他の集熱装置が、電気エネルギー蓄積装置また
は電気化学エネルギー発生装置の部分的に直接組み込まれる、または、機械加工されるよ
うな他の構成であってもよい。このようなマイクロチャネル熱交換器および上記のような
システムは、システム全体が極端に小型の出力効率システムとして形成されてもよく、同
種の電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置から熱を排除するために
従来用いられるヒートパイプ、蒸気チャンバ、および、他の熱交換装置に増加した性能特
性を提供する。
【００４６】
　図１は、電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置１１０のための熱
制御システム１００を表している。電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発
生装置１１０は、以下に限らないが、任意の複数の電池、または、以下に限らないが、リ
チウムに基づく電池、リチウムイオン電池、リチウムイオン・ナノ・リン酸塩電池、リチ
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ウム硫黄電池、リチウムイオン・ポリマー電池、ナトリウム硫黄電池等の電気化学セルを
備えている。実際に、このような熱制御技術は、既存のまたは開発中の任意の典型的なタ
イプの電気化学セルに適用され得る。また、他のタイプの電気エネルギー蓄積装置が、以
下に限らないが、容量性の蓄積装置、誘電性の蓄積装置、電解コンデンサ、（参照するこ
とにより共に本明細書に組み込まれる米国特許出願公開第２００４／００７１９４４号明
細書および米国特許第７４２８１３７号明細書に記載されているような）ハイパーキャパ
シタ、ポリフッ化ビニリデン（ＰＶＤＦ）樹脂キャパシタ、カーボンナノチューブに基づ
くキャパシタ、他の導電性ポリマーに基づくキャパシタ、カーボンエアロゲルに基づくキ
ャパシタ等を含んだキャパシタ装置のような電池１１０の代わりに用いられてもよい。更
に、エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置１１０は、（参照することに
より本明細書に組み込まれる米国特許出願公開第２００９／００６８５２１号明細書に記
載されているような）燃料電池の代表的なもの、または、既知や既存の他の電気化学エネ
ルギー発生装置であってもよい。
【００４７】
　電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置１１０は、内壁表面１１４
および外壁表面１１２を伴うハウジングの壁を有するハウジング１１２を含む。ハウジン
グ１１２の内壁表面１１４には、電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生
装置１１０の構成しだいで、電解質１２４または他の物質が満たされていてもよい。電気
エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置１１０は、導体１２６によって陽
極１２７に結合されているカソード１２０を含む。例示的な実施形態では、負荷１２０が
多くのマイクロチャネル構造１３２を含む。カソード１２０から放出される熱がマイクロ
チャネル構造１３２によって集められるように、マイクロチャネル構造１３２はカソード
１２０と一体化しているか、さもなくば、カソード１２０に重なり合わされている、また
は、結合している。このようなマイクロチャネル構造１３２は、エッチング、マイクロ機
械加工等を含んだ様々な方法の何れかによって形成されている。この分野ではよく知られ
ている、カソード１２０を形成するための様々な物質が、電気エネルギー蓄積装置または
電気化学エネルギー発生装置１１０のタイプに依存して用いられてもよい。流体接続部１
３６が、マイクロチャネル１３２に結合されている。流体接続部１３６は、ポンプ１４０
を通してヒートシンク１３８に結合されている。このようなヒートシンク１３８は、ラジ
エーターまたは他のヒートシンクの形状をしていてもよい。ポンプ１４０もまた、マイク
ロチャネル１３２を通して流体を移動させるために流体回路１３６に結合されている。１
つの実施形態では、ポンプが用いられている。他の実施形態では、流体はポンプ１４０を
使用せずに浸透圧等によって移動される。カソード１２０と同様に、アノード１２２は電
気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置１１０の陰極１２９に導体１２
８によって電気的に結合されている。カソード１２０と同様に、アノード１２２もまた、
アノード１２２に一体化されている、重なり合わされている、または、結合されているマ
イクロチャネル構造１３０を含む。マイクロチャネル構造１３０は、流体結合部１３６が
ヒートシンク１３８に結合されている手法と同様の手法において、流体結合部１３４によ
ってヒートシンク１３８に流体的に結合されている。
【００４８】
　例示的な実施形態では、負荷または充電源１２０が電気エネルギー蓄積装置または電気
化学エネルギー発生装置１１０の陽極１２７および陰極１２９に結合されている。負荷１
２０は、電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置１１０からのエネル
ギーを使用し得る様々な装置の何れであってもよい。充電源１２０は、電気エネルギー蓄
積装置を充電するために用いられる何れのタイプの充電装置であってもよい。負荷を用い
た充電の間または放電の間、大量の熱が電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギ
ー発生装置１１０の中に発生する。それ故、上記のマイクロチャネル熱制御システムを使
用することが有益である。１つの実施形態では、制御装置１６０がポンプ１４０に結合さ
れている。制御装置１６０は、ポンプ１４０の速度を制御するためにの様々な制御装置、
制御デバイスの何れであってもよい。例えば、ポンプ１４０は、電気エネルギー蓄積装置
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または電気化学エネルギー発生装置１１０の特性を検出するセンサー１６２に結合されて
いてもよい。また、制御装置１６０は、負荷または充電源１２０の使用特性を検出するた
めに、負荷またまは充電源１２０に結合されていてもよい。制御装置１６０は、以下に限
らないが、引出し電流、放電電流、電圧、電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネル
ギー発生装置１１０からのエネルギーを使用する装置の様々な状態や電気エネルギー蓄積
装置または電気化学エネルギー発生装置１１０を使用する車両の様々な可変の状態、また
は、充電源１２０の他の状態を含んだ要因に基づいてポンプ１４０を制御するために用い
られてもよい。
【００４９】
　例示的な実施形態によれば、放電またはエネルギーの要求もしくは充電のような熱を発
生する事象を見越して電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置を冷却
することが望ましい。熱を発生する事象を見越して冷却することにより、熱制御システム
は冷却の要求についていくことがより可能になる。これはある意味、冷却システムにとっ
ての「有利なスタート」である。例示的な実施形態では、「有利なスタート」は、いつエ
ネルギーが必要になるのか、または、いつ充電が生じるのかに関して、システムを監視す
るための、または、決定を為すためのプログラムによって実行可能なプロセッサにより決
定される。他の例示的な実施形態では、「有利なスタート」は、スケジュールに従って、
または、規定のまたは所定の他の時間に従って為される。
【００５０】
　図２は、例示的なカソード１２０の斜視断面図を表している。図２の断面図は、カソー
ド１２０に埋め込まれた、または、カソード１２０に一体化されたマイクロチャネル１３
２を表している。マイクロチャネル１３２は、部分的に切れて示されている上部部分１３
３を有する密封された流体導管である。従来、マイクロチャネル１３２は、以下に限らな
いが、人間の毛髪の幅と同じオーダーである極端に小さな幅を有するので、マイクロチャ
ネル１３２は目盛り付きの表示にて示されてはいない。効率の良い層流の熱制御を実現す
るために、マイクロチャネル１３２の高さは幅に対して非常に大きい。流体の流れに接触
する、マイクロチャネル構造の表面領域が、マイクロチャネルの高アスペクト比により増
加する。マイクロチャネル１３２の幅は、以下に限らないが、１０μｍのオーダーである
。図２は、マイクロチャネルが隣り合って配置されつつ、流体回路を完成させるために、
流体が平行なマイクロチャネルの全てを通過して流れる、または、当該流体が各マイクロ
チャネルを通って前後に（蛇行して）連続して流れるマイクロチャネル１３２の単一の構
成を表している。他の多くのマイクロチャネルの構成もまた、本開示および本特許請求の
範囲に記載の発明の範疇から逸脱することなく考えられる。
【００５１】
　図１７は、マイクロチャネル１７２０を支える複数の基板１７１０を支える、マイクロ
チャネル熱制御システムの他の構成１７００を表す。基板１７１０は、上述の電気エネル
ギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置の構成要素の何れかに一体化または結合
されていてもよい。マイクロチャネル１７２０は、流体が入口マニホールド１７３０から
出口マニホールド１７４０に流れるような平行な構成または他の構成の何れであってもよ
い。このような流れは、マイクロチャネルの入口１７５０およびマイクロチャネルの出口
１７６０を通るマイクロチャネルの何れの複数の組を通過してもよい。更に他の構成では
、マイクロチャネルの各組は、マイクロチャネルの組の間に１つ以上の相互接続を備えて
いる。このように構成することによって、以下に限らないが、所望の性能特性、製造特性
、および、適用特性を含んだ多くの利点が生じる。
【００５２】
　１つの実施形態では、電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置１１
０は、ハウジング１１２を有する電気エネルギー蓄積装置である。このハウジングは、外
側表面および内側表面を有してもよく、この内側表面は表面１１４として表されている。
多くの構成要素が、例えば、アノード１２２およびカソード１２０を備えるハウジングの
中に存在してもよい。また、他の化学物質または物質もまた、電解質１２４、または、エ
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ネルギーを発生するため、またはエネルギーを蓄積させるために必要な化学物質または物
質を含むハウジングの中に存在してもよい。１つの実施形態では、複数のマイクロチャネ
ルが、ハウジングの少なくとも１つの内側表面１１４、または、以下に限らないが、カソ
ード１２０およびアノード１２２のような少なくとも１つの内部構成要素に結合されてい
る。ヒートシンク１３８は、マイクロチャネル流体接続部１３６に結合されている。ヒー
トシンク１３８は、マイクロチャネル１３２を通過する流体に熱を移送するように、また
は、当該流体から熱を移送するように構成されている。１つの実施形態では、マイクロチ
ャネルはハウジング１１４の壁の一部に形成されていてもよい。また、マイクロチャネル
は、ハウジング１１２の中に存在する何れの構成要素の一部に形成されていてもよい。他
の例示的な実施形態では、マイクロチャネルは、ハウジング１１２の中に配置される触媒
の一部に形成されていてもよい。更に、マイクロチャネルは、電気接点、導電体、誘電体
等に形成されていてもよい。また、マイクロチャネルは、これらの構成要素またはハウジ
ングの何れに一体的に形成されていてもよく、または、これらの構成要素またはハウジン
グの何れに重なり合っていても、配置されていても、または、結合されていてもよい。多
くの熱が発生する、または、多くの熱が集まる領域または構成要素にマイクロチャネルを
結合することは有益である。
【００５３】
　例示的な実施形態では、マイクロチャネル１３２を通過する流体の流れは、様々な流体
の何れを含んでいてもよい。このような流体は、空気、ガス、水、不凍液、融解塩、融解
金属、マイクロ粒子、液滴、固体粒子等を含んでもよい（米国特許出願公開第２００６／
０２３１２３３号明細書を参照）。また、例示的な実施形態では、流体は、ポンプ、メカ
ニカルポンプ、電磁（ＭＨＤ）ポンプ、電気浸透ポンプ等を含んだ様々な装置の何れによ
り、少なくとも部分的に循環されていてもよい。流体は、対流、電気浸透等を含んだ様々
な手法の何れにより循環されていてもよい。更に、例示的な実施形態によれば、電気エネ
ルギー蓄積装置は、１つ以上の電気化学セル、容量性蓄積装置、誘導性蓄積装置、電解コ
ンデンサ、電気二重層キャパシタ、ハイパーキャパシタ、ポリフッ化ビニリデン（ＰＶＤ
Ｆ）樹脂キャパシタ、および、以下に限らないが、リチウムに基づく電池、リチウム電池
、リチウムイオン電池、リチウムイオン・ナノ・リン酸塩電池、リチウム硫黄電池、リチ
ウムイオン・ポリマー電池等を含んだ様々な電池を備えていてもよい。
【００５４】
　他の例示的な実施形態によれば、電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発
生装置１１０は燃料電池である。燃料電池は、外側表面および内側表面１１４を有するハ
ウジングを備えていてもよい。少なくとも１つの構成要素がハウジングの中に存在する。
この少なくとも１つの構成要素は、ハウジングの中に存在する少なくとも１つの他の構成
要素、化学物質、または物質と共同で、電力を発生するように構成されている。１つの実
施形態では、このような構成要素は、以下に限らないが、カソード１２０およびアノード
１２２を備えていてもよい。複数のマイクロチャネル１３２は、ハウジングの少なくとも
１つの内側表面、または、少なくとも１つの内部構成要素に結合されていてもよい。ヒー
トシンク１３８は、マイクロチャネルに結合されている。ヒートシンク１３８は、マイク
ロチャネルを通過する流体に熱を移送するように、または、当該流体から熱を移送するよ
うに構成されている。１つの実施形態では、マイクロチャネルはハウジングの壁の一部、
または、ハウジングの中に存在する少なくとも１つの構成要素に形成されていてもよい。
電気エネルギー蓄積装置と同様に、多くの同様の構成要素がハウジングの中に存在しつつ
、マイクロチャネルを備えていてもよい。また、図１に記載の電気エネルギー蓄積装置と
比較して、燃料電池に特有である他の何れの構成要素もまた、このような構成要素を冷却
するためにマイクロチャネルを備えていてもよい。
【００５５】
　図３は、電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置の温度を制御する
ためのプロセス３００を表す。プロセス３００は、電気エネルギー蓄積装置または電気化
学エネルギー発生装置にハウジングを設けることを含む（プロセス３１０）。プロセス３
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００は、ハウジングの中に電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置の
構成要素を結合させることも含む（プロセス３２０）。マイクロチャネルが、電気エネル
ギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置の構成要素の表面に形成される（プロセ
ス３３０）。続いて、構成要素および電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー
発生装置の全体に対して熱制御するために、流体がマイクロチャネルを通して流される（
流動される）（プロセス３４０）。
【００５６】
　図４は、電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置を使用するための
プロセス４００を表す。プロセス４００は、電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネ
ルギー発生装置から電流を引き出す負荷を結合させることを含む（プロセス４１０）。電
気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置は、外側表面および内側表面を
伴うハウジングを有する。プロセス４００は、ハウジングの中の少なくとも１つの構成要
素を使用する電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置によって電流を
発生することを含む。少なくとも１つの構成要素は、ハウジングの中に存在する他の構成
要素、化学物質、または物質と共同で、電流を発生するように構成されている（プロセス
４２０）。続いて、電気エネルギー蓄積装置は、ハウジングの少なくとも１つの内側表面
、または、少なくとも１つの構成要素に結合されているマイクロチャネルを通過する流体
に熱を移送することにより冷却される（プロセス４３０）。続いて、熱は、マイクロチャ
ネルに結合されているヒートシンクから排除される。ヒートシンクは、熱エネルギーをマ
イクロチャネルから移送するように構成されつつ、マイクロチャネルを通過する流体を受
けるように構成されている（プロセス４４０）。
【００５７】
　他の例示的な実施形態では、電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装
置に出力を供給するプロセスは、ハウジングを有しつつ、ハウジングの中に内部構成要素
を備えている電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置を設けることを
含む。このプロセスは、ハウジングの少なくとも１つの内部、または内部構成要素に一体
化されているマイクロチャネル流体熱制御システムを設けることも含む。更に、このプロ
セスは、電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置を少なくとも部分的
に放電するための基盤となるように電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発
生装置を構成すること、および、電気エネルギー蓄積装置からの電気エネルギーを使用す
ることを含む。
【００５８】
　更に他の例示的な実施形態では、電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発
生装置から出力を供給するプロセスは、電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギ
ー発生装置のハウジングを受けること、および、ハウジングの中に内部構成要素を備える
ことを含む。このプロセスは、ハウジングの少なくとも１つの内部、または、内部構成要
素に一体化されているマイクロチャネル流体熱制御システムを受けることを含む。更に、
このプロセスは、電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置から少なく
とも部分的に出力を放電することを含む。電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネル
ギー発生装置は、電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置を少なくと
も部分的に放電するための基盤となるように電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネ
ルギー発生装置を構成すること、および、電気エネルギー蓄積装置からの電気エネルギー
を使用することを含む。
【００５９】
　他の例示的なプロセスは、電気エネルギー蓄積装置を充電することを含む。電気エネル
ギー蓄積装置は、電気エネルギー蓄積装置を充電するための電流を受けるように構成され
ている。電気エネルギー蓄積装置は、外側表面および内側表面を有するハウジングを備え
ている。電気エネルギー蓄積装置を充電するためのプロセスはまた、ハウジングの中に少
なくとも１つの構成要素を構成することを含んでもよい。少なくとも１つの構成要素は、
ハウジングの中に存在する他の補足的要素、化学物質、または、物質と共同で、放電段階
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の間は電気エネルギーを発生するように構成されている。少なくとも１つの構成要素は、
充電段階の間は電荷を受けるように構成されている。この例示的なプロセスは、充電段階
の間は発生した熱を受けるためにハウジングの少なくとも１つの内側表面、または、少な
くとも１つの内部構成要素に結合されている複数のマイクロチャネルを設けること、およ
び、マイクロチャネル内部に流体を供給することも含む。ヒートシンクもまた、マイクロ
チャネルに結合された流体から熱を集めるために設けられる。ヒートシンクは、マイクロ
チャネルおよびヒートシンクを通過する流体に熱エネルギーを移送するように、または、
当該流体から熱エネルギーを移送するように構成される。
【００６０】
　電気エネルギー蓄積装置を充電する方法は、充電源から電流を引き出すために電気エネ
ルギー蓄積装置を設置することも含む。電気エネルギー蓄積装置は、外側表面および内側
表面を有するハウジングを備えている。このプロセスは、ハウジングの中の少なくとも１
つの構成要素により電流を受けることを含む。少なくとも１つの構成要素は、ハウジング
の中に存在する他の構成要素、化学物質、または物質と共同で、電気エネルギーを受ける
ように構成される。このプロセスは、ハウジングの少なくとも１つの内側表面、または、
少なくとも１つの内部構成要素に結合されている複数のマイクロチャネルに熱を移送する
ことによる電気エネルギー蓄積装置の熱制御も含む。また、このプロセスは、マイクロチ
ャネルに結合されているヒートシンクを通して集められた熱を移送することを含む。ヒー
トシンクは、マイクロチャネルに、または、マイクロチャネルから熱エネルギーを移送す
るように、および、ヒートシンクにおけるマイクロチャネルを通して流体を受けるように
構成されている。
【００６１】
　更に、電気エネルギー蓄積装置を充電させる方法が開示されている。この方法は、ハウ
ジングおよびハウジングの中に内部構成要素を備える電気エネルギー蓄積装置を受けるこ
とを含む。このプロセスは、マイクロチャネル流体熱制御システムをハウジングの少なく
とも１つの内側表面、または、内部構成要素に一体化させることも含む。更に、この方法
は、充電源から電気エネルギー蓄積装置によって電流を受けることを含む。
【００６２】
　図５は、放電中の電気エネルギー蓄積装置の熱制御のためのプロセス５００を表してい
る。プロセス５００は、電気エネルギー蓄積装置を設けることを含む（プロセス５１０）
。プロセス５００は、マイクロチャネル流体熱制御システムを電気エネルギー蓄積装置の
内部に一体化させることも含む（プロセス５２０）。プロセス５００は、電流を放電させ
るように電気エネルギー蓄積装置を構成することを更に含む（プロセス５３０）。
【００６３】
　図６は、電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置からの出力から出
力を放出するためのプロセスを表している。プロセス６００は、電気エネルギー蓄積装置
または電気化学エネルギー発生装置を受けることを含む（プロセス６１０）。プロセス６
００は、電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置の内部に一体化され
るマイクロチャネル流体熱制御システムを受けることも含む（プロセス６２０）。更に、
プロセス６００は、蓄積された、または、生成された電気エネルギーを使用する負荷に電
気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置から出力を放出することを含む
（プロセス６３０）。マイクロチャネル熱制御システムを使用することにより、熱が電気
エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置から続いて放出される（プロセス
６４０）。
【００６４】
　図７は、充電中の電気エネルギー蓄積装置の熱制御のためのプロセス７００を表してい
る。プロセス７００は、電流を受けるように電気エネルギー蓄積装置を構成することを含
む（プロセス７１０）。この電流は、電気エネルギー蓄積装置を充電するために用いられ
、高出力密度電流を受容可能な電気エネルギー蓄積装置は、それ故、電気エネルギー蓄積
装置および電気エネルギー蓄積装置の構成要素を加熱する原因となる。プロセス７００は
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、電流を発生するように電気エネルギー蓄積装置の内部構成要素を構成することも含む（
プロセス７２０）。更に、プロセス７００は、複数のマイクロチャネルを電気エネルギー
蓄積装置のハウジングの内部に設けることを含む（プロセス７３０）。ハウジングの内部
は、ハウジングの中の構成要素と同様にハウジングの内側表面を備えていてもよい。また
更に、プロセス７００は、マイクロチャネルを通過して流れる流体から熱を集めるために
用いられる放熱構造またはヒートシンクを設けることを含む（プロセス７４０）。
【００６５】
　図８は、充電中の電気エネルギー蓄積装置の熱制御のためのプロセス８００を表してい
る。プロセス８００は、充電源から電流を引き出す状態で電気エネルギー蓄積装置を設置
することを含む（プロセス８１０）。プロセス８００は、電気エネルギー蓄積装置の少な
くとも１つの構成要素により電流を受けることも含む（プロセス８２０）。熱は、充電プ
ロセス中に電気エネルギー蓄積装置の中で発生するので、プロセス８００は、電気エネル
ギー蓄積装置のハウジングの中に構成されているマイクロチャネルに熱を移送することに
よる電気エネルギー蓄積装置の熱制御も含む（プロセス８３０）。マイクロチャネルから
マイクロチャネルを通過して流れる流体およびヒートシンクに熱を移送することにより、
熱はラジエーターまたは他のヒートシンク構造を介してマイクロチャネルから排除される
（プロセス８４０）。
【００６６】
　図９は、充電中の電気エネルギー蓄積装置の熱制御のためのプロセス９００を表してい
る。プロセス９００は、電気エネルギー蓄積装置が充電される状態で電気エネルギー蓄積
装置を受けることを含む（プロセス９１０）。プロセス９００は、電気エネルギー蓄積装
置と一体化されるマイクロチャネル流体熱制御システムを受けることも含む（プロセス９
２０）。このようなマイクロチャネル流体熱制御システムは、電気エネルギー蓄積装置の
ハウジングの中の構成要素に直接適用されてもよく、さもなくば、電気エネルギー蓄積装
置のハウジング、または、電気エネルギー蓄積装置のハウジングの中の構成要素と一体化
していてもよい。プロセス９００は、充電源から電気エネルギー蓄積装置によって電流を
受けることも含む（プロセス９３０）。
【００６７】
　図１０は、電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置の熱制御のため
のシステム１０００を表す。電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置
１０００は、外側表面１０１２および内側表面１０１４を有するハウジング１０１０を含
む。ハウジング１０１０の中には、複数の要素、化学物質、物質等があってもよい。例え
ば、カソード１０２０は、導通接続部１０２６によって陽極１０２７に接続されている。
カソード１０２０は、表面１０２２を有する。表面１０２２は、流体回路１０３６と熱伝
達がある高熱伝導率体（高熱伝導率物質）１０２３によって、覆われているまたはカソー
ド１０２０に一体化されている。高熱伝導率体１０２３は、高ｋ値を有する。高ｋ値は、
略４１０Ｗ／（ｍ・Ｋ）より大きい。流体回路１０３６は、カソード１０２０から高熱伝
導率体１０２３を介して熱を運び出すための循環する流体として使用される。迅速に充電
または放電する、あるいは、高い出力密度を管理する、電気エネルギー蓄積装置および電
気化学エネルギー発生装置において、効率的な熱制御が、所望の温度を維持するために必
要とされている。高熱伝導率体を貼り付けて（塗布して）使用することで、熱の効率的な
排除により、所望の温度を維持することができる。熱回路１０３６は、ヒートシンク１０
３８に（任意でポンプ１０４０を介して）結合されている。ポンプ１０４０は、流体が回
路１０３６の中を移動するのを補助する。同様に、アノード１０３０は、表面１０３２と
結合または一体化された高熱伝導率体１０３３を有するハウジング１０１０の中にある。
流体回路１０３４は、高熱伝導率体１０３３と熱伝達がある。流体回路１０３４は、ヒー
トシンク１０３８に（任意でポンプ１０４０を介して）結合されている。アノード１０３
０は、導通接続部１０２８を通して陰極１０２９に接続されている。陽極１０２７および
陰極１０２９は、負荷源または充電源１０７０に接続されていてもよい。典型的な実施形
態では、制御装置１０６０は、例えば以下に限らないが、回路１０３６および回路１０３
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８の中の流体の流速を制御するためのポンプ１０４０を含む、システム１０００内の種々
の装置に結合されていてもよい。制御装置１０６０は、以下に限らないが、電流計を含む
種々のセンサーに結合されていてもよい。電流計は、以下に限らないが、電極１０２７を
含む種々の場所にあってもよい。以下に限らないが、温度センサー、電圧センサー、流量
センサー、化学的濃度センサー等を含む、多くの他のタイプのセンサーを用いることもで
きる。電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置の内部の熱の排除を促
進するための高熱伝導率体の使用は、急速充電または急速放電の間における上記装置の適
切な熱の制御を提供するために有益である。
【００６８】
　種々の典型的な実施形態では、電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生
装置は、高熱伝導率体を含む。高熱伝導率体は、以下に限らないが、ダイアモンド、ダイ
アモンドを原料とした物質、ダイアモンドフィルム、ダイアモンド複合材料（ダイアモン
ド積層銅またはダイアモンド積層アルミニウムのような複合材料）、カーボンファイバー
（アルミニウム、炭化シリコン（ＳｉＣ）、または、種々のポリマーのような基質の中の
物質と結合して存在するような、グラファイトファイバー複合材料を含む）、炭素－炭素
物質（カーボン基質の中のカーボンファイバーのような物質）、カーボンナノチューブ、
カーボンエーロゲル等を含む。さらに、高熱伝導率体は、マイクロヒートパイプ、および
熱伝導率を増加させるために有益であろう他の構造として形作られてもよい。このような
物質は、以下の参照（１）“http://www.nsf.gov/awardsearch/showAward.do?AwardNumbe
r=0750177”の情報（２００９年４月３０日の時点）、（２）“Applications for ultrah
igh thermal conductivity graphite fibers,” T.F. Fleming, W.C. Riley, Proc. SPIE
, Vol. 1997, 136 (1993) DOI:10.1117/12.163796, Online Publication Date: 14 Janua
ry 2005; “Vapor grown carbon fiber reinforced aluminum composites with very hig
h thermal conductivity,” Jyh-Ming Ting, Max L. Lake J. Mater. Res. V. 10 #2 pp.
 247-250 DOI: 10.1557/JMR.1995.0247、および（３）“New low-CTE ultrahigh-thermal
-conductivity materials for lidar laser diode packaging,” C. Zweben Proc. SPIE,
 Vol. 5887, 58870D (2005) DOI: 10.1117/12.620175.、に例示されている。
【００６９】
　図１１は、電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置の熱制御の方法
１１００を表している。この方法は、外側表面および内側表面を有するハウジングを設け
ることを含む（プロセス１１１０）。またこの方法は、上記ハウジングの中に少なくとも
１つの構成要素（コンポーネント）を結合させることを含む。少なくとも１つの構成要素
は、上記ハウジングの中に存在する他の、要素（コンポーネント）、化学物質、または物
質と共同で、電力を発生するよう構成されている（プロセス１１２０）。この方法は、上
記ハウジングの少なくとも１つの上記内側表面または上記少なくとも１つの内部の構成要
素と結合している高熱伝導率体で、複数の熱制御構造体を形成することを含む。上記高熱
伝導率体は、高ｋ値（High-k）を有し、そのｋ値は、略４１０Ｗ／（ｍ・Ｋ）より大きい
（プロセス１１３０）。さらに、この方法は、上記高熱伝導率体から熱を取り除くために
、上記高熱伝導率体に隣接して流体を流すことを含む（プロセス１１４０）。
【００７０】
　他の典型的な実施形態では、少なくとも部分的に上述した高熱伝導率体で、ヒートシン
クが形成される。このような構成は、電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー
発生装置の熱制御方法において用いられる。このような方法は、外側表面および内側表面
を有するハウジングを設けることを含む。また、このような方法は、上記ハウジングの中
に少なくとも１つの構成要素を結合させることを含む。少なくとも１つの構成要素は、上
記ハウジングの中に存在する他の、要素、化学物質、または物質と共同で、電力を発生す
るよう構成されている。さらに、この熱制御方法は、上記ハウジングの少なくとも１つの
上記内側表面または上記少なくとも１つの内部の構成要素に結合した複数の熱制御構造体
を形成することを含む。この方法はさらに、複数の熱制御構造体に隣接して流体を流すこ
と、および、ヒートシンクから、またはヒートシンクへ、熱を移送することを含む。ヒー
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トシンクは、少なくとも部分的に、高ｋ値を有する高熱伝導率体で形成されている。その
ｋ値は、略４１０Ｗ／（ｍ・Ｋ）より大きくてもよい。
【００７１】
　図１２は、電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置の熱制御のプロ
セス（工程）１２００を表している。プロセス１２００は、電気エネルギー蓄積装置また
は電気化学エネルギー発生装置から電流を引き出す電気的負荷を配置することを含む（プ
ロセス１２１０）。またプロセス１２００は、高ｋ値物質で形成された熱制御構造体に熱
を移送することによる、電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置の熱
制御を含む（プロセス１２２０）。さらに、プロセス１２００は、上記高ｋ値物質から熱
を取り除くために、上記高ｋ値物質に隣接して流体を流すことを含む（プロセス１２３０
）。
【００７２】
　図１３を参照する。電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置から出
力を供給するための方法１３００は、電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー
発生装置を設けることを含む。電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装
置は、ハウジングを含み、上記ハウジングの中に内部構成要素を含む（プロセス１３１０
）。また、プロセス１３００は、高ｋ値物質で形成された熱制御構造体に熱を移送するこ
とによる、電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置の熱制御を含む（
プロセス１３２０）。さらに、プロセス１３００は、上記高ｋ値物質に隣接して流体を流
すことを含む（プロセス１３３０）。さらに、プロセス１３００は、電気エネルギー蓄積
装置または電気化学エネルギー発生装置を放電するための基盤（プラットホーム）となる
ように電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置を構成することを含む
（プロセス１３４０）。
【００７３】
　図１４を参照する。電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置から出
力を供給（提供）するための方法１４００は、ハウジングおよび上記ハウジングの中に内
部構成要素を有する電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置を設ける
ことを含む（プロセス１４１０）。またこの方法は、高ｋ値物質で形成された複数の熱制
御構造体に熱を移送することによる、電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー
発生装置の熱制御を含む（プロセス１４２０）。さらに、この方法は、上記高ｋ値物質に
隣接して流体を流すことを含む（プロセス１４３０）。さらに、プロセス１４００は、電
気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置を放電し、電気エネルギー蓄積
装置または電気化学エネルギー発生装置からの電気エネルギーを使用するための基盤（プ
ラットホーム）となるように電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置
を構成することを含む（プロセス１４００）。
【００７４】
　図１５を参照する。電気エネルギー蓄積装置を充電する方法１５００は、電気エネルギ
ー蓄積装置を充電するために電流を受け取るように電気エネルギー蓄積装置を構成するこ
とを含む（プロセス１５１０）。電気エネルギー蓄積装置は、外側表面および内側表面を
有するハウジングを含む。また、この方法は、上記ハウジングの中に少なくとも１つの構
成要素を構成することを含む。上記少なくとも１つの構成要素は、放電段階の間は、上記
ハウジングの中に存在する他の、要素、化学物質、または物質と共同で、電気エネルギー
を生成するように構成され、上記少なくとも１つの構成要素は、充電段階の間は、電荷を
受けるように構成される（プロセス１５２０）。複数の熱制御構造体は、上記ハウジング
の少なくとも１つの内側表面または少なくとも１つの内部構成要素に結合された高熱伝導
率体で作られる（プロセス１５２０）。上記高熱伝導率体は、高ｋ値を有し、そのｋ値は
、略４１０Ｗ／（ｍ・Ｋ）より大きい。上記熱伝導率体は、充電段階の間に生じた熱を受
け取るように構成される（プロセス１５３０）。ヒートシンクは、上記高熱伝導率体に結
合された流体へ、または流体から、熱を移送するために設けられる（プロセス１５４０）
。ヒートシンクは、上記高熱伝導率体およびヒートシンクを通過して流れる流体へ、また
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は流体から、熱エネルギーを移送するように構成される。
【００７５】
　図１６を参照する。電気エネルギー蓄積装置を充電する方法１６００は、電流を引き出
す状態で電気エネルギー蓄積装置を設置することを含む（プロセス１６００）。また、プ
ロセス１６００は、高熱伝導率体で形成された複数の熱制御構造体に熱を移送し、それに
隣接して流体を流すことによる、電気エネルギー蓄積装置の熱制御を含む（プロセス１６
２０）。また、プロセス１６００は、放熱構造またはヒートシンクを通して流体から熱を
排除することを含む（プロセス１６３０）。
【００７６】
　他の例示的な実施形態では、上述の構造、システム、およびプロセスが、電気エネルギ
ー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置の熱制御のためのマイクロチャネル熱制御
を使用しつつ、このような熱制御を、電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー
発生装置に移送される、または、電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生
装置から移送される電流（または、以下に限られないが、電圧、出力、温度、充電状態等
のような電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置の他の状態）に基づ
かせる構造、システム、およびプロセスに適用されてもよい。この電流は、様々なセンサ
ーによって検出されてもよく、そして、様々な制御アルゴリズムおよび制御装置の何れか
を用いて流体の流速を制御するポンプによって制御されてもよい。このような制御アルゴ
リズムは、以下に限らないが、古典的制御、フィードバック制御、非線形制御、適用制御
等を含んでもよい。この制御アルゴリズムは、状態推定器、適合制御アルゴリズム、カル
マンフィルタ、電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置のモデルを含
んでもよい。このポンプは、引出し電流が増加するにつれて流れが増加することを含んだ
様々な手法の何れかによって制御されてもよい。引出し電流が増加するにつれて流れが線
形に増加してもよい。引出し電流が減少するにつれて流れが減少してもよい。引出し電流
が減少するにつれて流れが非線形に減少してもよい。引出し電流が増加するにつれて流れ
が線形に増加してもよい。引出し電流が減少するにつれて流れが非線形に減少してもよい
。または、引出し電流が増加するにつれて流れが非線形に増加してもよく、引出し電流が
減少するにつれて流れが線形に減少してもよい。更に、他の可能性は、デザインの特性お
よび所望の応答に依存して同等に適用可能である。
【００７７】
　他の例示的な実施形態では、上述の構造、システム、およびプロセスが、電気エネルギ
ー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置の熱制御のために高熱伝導率体を使用しつ
つ、このような熱制御を、電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置が
電力を供給される携帯型装置の状態に基づかせる構造、システム、およびプロセスに適用
されてもよい。この電流は、様々なセンサー、または、携帯型装置の状態を決定する様々
なソフトウェアによって検出されてもよく、ポンプは、様々な制御アルゴリズムまたは制
御装置を使用して流体の流速を制御するように制御される。このような制御アルゴリズム
は、以下に限らないが、古典的制御、フィードバック制御、非線形制御、適用制御等を含
んでもよい。この制御アルゴリズムは、状態推定器、適用制御アルゴリズム、カルマンフ
ィルタ、電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置のモデルを含んでも
よい。
【００７８】
　流体の流れが基づいていてもよい携帯型装置の状態は、以下に限らないが、輝度、処理
速度、処理要求、プロセッサのタスク、ディスプレイの輝度、ハードディスクの状態、ハ
ードディスクの速度、ハードディスクの使用、無線通信状態等を含んだ様々な状態を含ん
でもよい。このような携帯型装置は、以下に限らないが、コンピュータ、ラップトップコ
ンピュータ、携帯電話、全地球測位システム（ＧＰＳ）ユニット、動力工具等の様々な携
帯型電気装置の何れかを備えていてもよい。更に、他の可能性は、所望の性能特性に依存
して同等に適用可能である。
【００７９】
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　例えば、例示的な実施形態によれば、携帯型装置は、マイクロチャネル熱制御システム
によって冷却される電池パックを備えているラップトップコンピュータであってもよい。
このマイクロチャネル熱制御システムは、ポンプ、または、マイクロチャネルを通過する
流体の流速および熱制御の速度を制御する他の装置を備えていてもよい。増加した処理速
度、増加した処理タスク、増加したハードディスク速度、増加したハードディスクの使用
等に起因した電流の要求が、電池パックの発熱の原因となってもよい。上記のように、そ
れ故、熱制御に対する要求が増加する。この制御システムは、携帯型装置の状態を検出ま
たは決定しつつ、携帯型装置の状態に基づく、マイクロチャネル熱制御システムを通過す
る流れの速度を変化させることによって熱制御の速度を調整するように構成されており、
マイクロチャネルに基づく熱制御、高熱伝導率体に基づくの熱制御のシステム、および、
他のマイクロチャネルおよび高熱伝導率体の熱制御システムのコンテクスト（環境）にお
いて適用されてもよい。
【００８０】
　流体の流れの制御が携帯型装置の状態に基づいているこのようなシステムの使用は、マ
イクロチャネルを使用する熱制御システムに適用されてもよい。同様に、このシステムは
、流体熱制御システムと共に、物質に対する熱および高い熱伝導を利用する電気化学エネ
ルギー発生装置または電気エネルギー蓄積装置に適用されてもよい。更に、熱制御が携帯
型装置の状態に基づいている上述の制御システムが、マイクロチャネル熱制御と物質に対
する高熱伝導率との組み合わせを使用するシステムに適用されてもよい。
【００８１】
　他の特定の例示的な実施形態では、上述の流体熱制御システムは、車両システムに用い
られている電気エネルギー蓄積装置およびエネルギー発生装置に適用されてもよい。この
ようなシステムでは、流体ポンプが、電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー
発生装置のマイクロチャネル熱制御システムに結合されていてもよい。この電気エネルギ
ー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置は、車両の動力伝達装置に電気エネルギー
を供給するように、または、車両の他の装置に電力を供給する際に電気エネルギーを供給
するように構成されていてもよい。プロセッサは、車両の少なくとも１つの状態を決定す
るように構成されている。車両センサーは、プロセッサに結合されていてもよく、少なく
とも１つの車両特性を検出するように構成されていてもよい。制御装置は、制御アルゴリ
ズムと共に用いられており、ポンプの機能を少なくとも１つの車両の状態の関数として制
御するように構成されていてもよい。
【００８２】
　例示的な実施形態によれば、車両の状態は、以下に限らないが、エンジン速度、エンジ
ントルク、エンジン加速度、エンジン温度、地形勾配、車両加速度、車両速度等を含んで
もよい。また、このコンセプトおよび制御システムは、以下に限らないが、コンピュータ
が一体化した車両、トラック、ボート、バス、電車、バイク等を含んだ様々な車両の何れ
に適用されてもよい。１つの例示的な実施形態では、以下に限らないが、電流センサー、
電圧センサー、温度センサー、速度センサー、加速度計、方位センサー、姿勢センサー等
を含んだ様々なセンサーが使用されてもよい。車両の状態に基づいた熱制御を適用する方
法は、マイクロチャネルに基づくの熱制御、高熱伝導率体に基づくの熱制御のシステム、
および、他のマイクロチャネルおよび高熱伝導率体の熱制御システムに関連して適用され
てもよい。
【００８３】
　他の例示的な実施形態では、電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装
置は、外側表面および内側表面を有するハウジングを備えている。構成要素が、ハウジン
グの中に存在してもよい。この構成要素は、ハウジングの中の少なくとも１つの他の構成
要素、化学物質、または、物質と共同で、電気エネルギーを発生するように構成されてい
る。複数のマイクロチャネルは、ハウジングの少なくとも１つの内側表面、または、少な
くとも１つの内部構成要素に適合されてもよい。複数のマイクロチャネルは、あらゆる数
の組が用いられてもよいが、少なくとも２つのマイクロチャネルの組に分割されてもよい
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。この２組は、例えば、少なくとも１つのバルブによって分割されていてもよい。制御装
置は、このバルブに制御信号を供給するように構成されている。このバルブは、流体がマ
イクロチャネルの一方の組を通って、または、両方の組を同時に通って流れるように、少
なくとも２つのマイクロチャネルの組における流体の流れを制御するように構成されてい
てもよい。制御信号は、熱制御の要求に基づいている。例えば、熱制御の要求はシステム
全体のものであってもよく、または、熱制御の要求は局所的なものであってもよい。ヒー
シトンクは、マイクロチャネルに結合されている。このヒートシンクは、マイクロチャネ
ルおよびシンクを通過して流れている流体を介して、マイクロチャネル表面に熱エネルギ
ーを移送するか、または、マイクロチャネル表面から熱エネルギーを移送するように構成
されている。このような実施形態では、熱制御の要求は、流体が必要とされる局所的な熱
制御を提供するためにマイクロチャネルの様々な組を通って選択的に流れるようにバルブ
を開閉する動作を制御することによって満たされてもよい。
【００８４】
　先の詳細な説明は、ブロック図、フローチャート、および／または例を使用して、装置
および／またはプロセスの様々な実施形態を示している。このようなブロック図、フロー
チャート、および／または例が、１つ以上の機能および／または動作を含む範囲では、こ
のようなブロック図、フローチャート、または例の中の機能および／または動作の各々が
幅広い範囲のハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、または、これらの実際の組
み合わせの何れかによって個別的におよび／または集合的に実行され得ることは、当業者
には理解されるであろう。１つの実施形態では、本明細書に記載の主題の幾つかの部分が
、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣｓ）、フィールド・プログラマブル・ゲート・アレイ
（ＦＰＧＡｓ）デジタル・シグナル・プロセッサ（ＤＳＰｓ）、または、他の集積化され
た形式を用いて実行されてもよい。しかしながら、当業者ならば、本明細書に開示されて
いる実施形態の幾つかの態様が、１つ以上のコンピュータ上で実行される１つ以上のコン
ピュータプログラム（例えば、１つ以上のコンピュータシステム上で実行される１つ以上
のプログラム）、１つ以上のプロセッサ上で実行される１つ以上のプログラム（例えば、
１つ以上のマイクロプロセッサ上で実行される１つ以上のプログラム）、ファームウェア
、または、これらの実際の組み合わせの何れかとして、集積回路において全体的にまたは
部分的に等価的に実行され得ること、および、回路のデザインおよび／またはソフトウェ
アおよび／またはファームウェアのためのコードの設計が、この開示に関する１つの技術
分野の技術の中に十分に収まることを認識するであろう。更に、当業者にとって、本明細
書に記載の主題に係るメカニズムが、様々な形式におけるプログラム製品として配布され
ることが可能であること、および、本明細書に記載の主題に係る説明的な実施形態が、こ
の配布を実際に実行するために用いられる信号搬送媒体の特定のタイプに関わらずに適用
されることは明白である。信号関連媒体の例として、以下に限らないが、以下の、フロッ
ピー(登録商標)ディスク、ハードディスクドライブ、コンパクトディスク（ＣＤ）、デジ
タルビデオディスク（ＤＶＤ）、デジタルテープ、コンピュータメモリ等の記録可能なタ
イプの媒体、および、デジタルおよび／またはアナログの通信媒体（例えは、光ファイバ
ーケーブル、導波路、有線通信リンク、無線通信リンク等）のような伝送タイプの媒体が
挙げられる。更に、当業者ならば、開示された機械的構造が例示的な構造であり、このよ
うな構造を構成する際に他の形状および物質が用いられてもよいことを認識するであろう
。
【００８５】
　一般に、当業者ならば、本明細書に記載の様々な実施形態が、ハードウェア、ソフトウ
ェア、ファームウェア、または、これらの実際の組み合わせの何れかのような幅広い範囲
の電気的構成要素、および、剛体、スプリングまたはねじり物体、油圧、および電気機械
的作動装置、または、これらの実際の組み合わせの何れかのような機械的な力または動作
を与える幅広い範囲の構成要素を有する電気機械的システムの様々なタイプによって個別
的におよび／または集合的に実行され得ることを認識するであろう。それ故、本明細書に
て用いられているように、「電気機械的システム」という用語は、以下に限らないが、変
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換器に動作可能に結合されている電気回路、少なくとも１つの個別の電気回路を有する電
気回路、少なくとも１つの集積回路を有する電気回路、少なくとも１つの特定用途向け集
積回路を有する電気回路、コンピュータプログラムによって通常目的のコンピュータ装置
（例えば、本明細書に記載のプロセスおよび／または装置を少なくとも部分的に実行する
コンピュータプログラムによって構成されている通常目的のコンピュータ、または、本明
細書に記載のプロセスおよび／または装置を少なくとも部分的に実行するコンピュータプ
ログラムによって構成されているマイクロプロセッサ）を形成している電気回路、メモリ
装置（例えば、ランダム・アクセス・メモリの形状）を形成している電気回路、通信装置
（例えば、モデム、通信スイッチ、または電気光学的装置）を形成している電気回路、お
よび、光学的アナログ装置または他のアナログ装置のようなこれらに対する非電気アナロ
グ装置を含む。当業者であれば、電気機械的システムの例が、以下に限らないが、電動輸
送システム、工場自動化システム、セキュリティシステム、および、通信／コンピュータ
システムのような他のシステムと同様に様々な家電システムを含むことは明白である。当
業者であれば、特に明記しない限り、本明細書にて用いられている電気機械的システムが
、電気的作動および機械的作動の両方を有するシステムに限定される必要がないことを認
識するであろう。
【００８６】
　一般に、当業者ならば、幅広い範囲のハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、
または、これらの実際の組み合わせの何れかによって個別的におよび／または集合的に実
行され得る、本明細書に記載の様々な態様が、様々なタイプの「電気回路」により構成さ
れていると見なされ得ることを認識するであろう。それ故、本明細書にて用いられている
ように、「電気回路」は、以下に限らないが、少なくとも１つの個別の電気回路を有する
電気回路、少なくとも１つの集積回路を有する電気回路、少なくとも１つの特定用途向け
集積回路を有する電気回路、コンピュータプログラムによって通常目的のコンピュータ装
置（例えば、本明細書に記載のプロセスおよび／または装置を少なくとも部分的に実行す
るコンピュータプログラムによって構成されている通常目的のコンピュータ、または、本
明細書に記載のプロセスおよび／または装置を少なくとも部分的に実行するコンピュータ
プログラムによって構成されているマイクロプロセッサ）を形成している電気回路、メモ
リ装置（例えば、ランダム・アクセス・メモリの形状）を形成している電気回路、および
／または、通信装置（例えば、モデム、通信交換、または電気光学的装置）を形成してい
る電気回路を含む。当業者ならば、本明細書に記載の主題がアナログまたはデジタルの手
法もしくはこれらの幾つかの組み合わせにおいて実行されてもよいことを認識するであろ
う。
【００８７】
　本明細書に記載の手法にて、装置および／またはプロセスおよび／またはシステムを実
行し、その後、このように実行された装置および／またはプロセスおよび／またはシステ
ムをより包括的な装置および／またはプロセスおよび／またはシステムに一体化させるた
めに、工業および／または商業の慣行を使用することはこの分野では標準であると、当業
者ならば認識するであろう。すなわち、本明細書に記載の装置および／またはプロセスお
よび／またはシステムの少なくとも１つの部分が、相当量の実験を経て、他の装置および
／またはプロセスおよび／またはシステムに一体化され得る。当業者ならば、このような
他の装置および／またはプロセスおよび／またはシステムの例には、コンテクストおよび
用途に適切であるように、（ａ）空路輸送（例えば、飛行機、ロケット、ホバークラフト
、ヘリコプター等）、（ｂ）陸上輸送（例えば、自動車、トラック、蒸気機関車、戦車、
装甲兵員輸送車等）、（ｃ）建物（例えば、家、倉庫、事務所等）、（ｄ）電化製品（例
えば、冷蔵庫、洗濯機、乾燥機等）、（ｅ）通信システム（例えば、ネットワークシステ
ム、電話システム、ボイス・オーバー・ＩＰシステム等）、（ｆ）企業（例えば、Comcas
t Cable、Quest、Southwestern Bellのようなインターネット・サービス・プロバイダ（
ＩＳＰ）法人等）、または、（ｇ）Sprint、Cingular、Nextelのような有線／無線サービ
ス法人、等の装置および／またはプロセスおよび／またはシステムの全部または一部が含
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まれることを認識するであろう。
【００８８】
　当業者ならば、本明細書に記載の構成要素（例えば、ステップ）、装置、および、それ
らを添付する目的と記述とが、概念的な明確性のための例として用いられていること、お
よび、様々な構成の変更が当業者の技量の範疇にて為されることを認識するであろう。そ
れ故、本明細書にて用いられているように、記載の特定例および添付の記述は、それらの
より一般的なクラスを表すことを意図している。一般に、本明細書中の特定例の何れを使
用することもまた、そのクラスを表すことを意図しており、本明細書に記載のこのような
特定の構成要素（例えば、ステップ）、装置、および目的を含まないことは、限定を意図
するものであるとみなされるべきではない。
【００８９】
　本明細書中の何れの複数形および／または単数形の用語を実質的に使用することに関し
て、当業者であれば、文脈および用途に適切であるように、複数形から単数形へ、および
／または、単数形から複数形へ言い換えることができる。様々な単数形／複数形の置き換
えは、明確性のために、本明細書では明確に明記されてはいない。
【００９０】
　本明細書に記載の主題は、異なる構成要素の中に含まれている、または、異なる構成要
素に接続されている、異なる他の構成要素を例示するときがある。このように表された構
造は単に例示的なものであり、同一の機能を実現する、実際に多くの他の構造が実行され
得ることが理解される。概念的な意味において、同一の機能を実現するための構成要素の
何れの構成も、所望の機能が実現されるように実際に「関連して」いる。それ故、特定の
機能を実現するために組み合わされた本明細書中の何れか２つの構成要素は、構造または
中間の構成要素に関わらず、所望の機能が実現されるように互いに「関連して」いると見
られ得る。同様に、そのように関連している何れか２つの構成要素は、所望の機能を実現
するために互いに「動作可能に接続されている」または「動作可能に結合されている」と
も見なされ得る。そして、そのように関連することが可能な何れか２つの構成要素は、所
望の機能を実現するために互いに「動作可能に結合可能」であるとも見なされ得る。動作
可能に結合可能である特定の例には、以下に限らないが、物理的に変形可能な構成要素お
よび／または物理的に相互作用する構成要素、および／または、ワイヤレスに相互作用可
能な構成要素および／またはワイヤレスに相互作用している構成要素、および／または、
論理的に相互作用している構成要素および／または論理的に相互作用可能な構成要素が含
まれる。
【００９１】
　本明細書に記載の本主題に係る特定の態様が図示されて記載されてきたが、本明細書中
の教示に基づいて変更および補正が、本明細書に記載の主題およびその幅広い態様から逸
脱することなく為されてもよいことは、当業者にとって明白である。それ故、このような
変更および補正の全てが本明細書に記載の主題の真の精神および範疇にあるように、添付
の特許請求の範囲がその範疇においてこのような変更および補正の全てを包括する。更に
、本発明は添付の請求請求の範囲によって規定される。一般に、当業者ならば、本明細書
および特に添付の特許請求の範囲（例えば、添付の特許請求の範囲の要部）にて用いられ
ている用語は、一般に、「非限定的な」用語として意図されている（例えば、「．．．を
含んでいる」という用語は「．．．を含んでいるがこれに限定されない」と解釈されるべ
きであり、「．．．を有している」という用語は「少なくとも．．．を有している」と解
釈されるべきであり、「．．．を含む」という用語は「．．．を含むがこれに限定されな
い」と解釈されるべきである、等）ことを理解するであろう。当業者であれば、導入され
た請求項の記載において特定の数が意図される場合、そのような意図は当該請求項の中に
明確に記載され、そのような記載がない場合は、そのような意図も存在しないことを更に
理解するであろう。例えば、理解を促すために、後続の添付する特許請求の範囲には、請
求項の記載を導入するために、「少なくとも１つの」および「１つ以上の」といった導入
句の使用が含まれてもよい。しかしながら、このような句の使用により、「ａ」または「
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ａｎ」といった不定冠詞により請求項の記載を導入した場合に、たとえ同一の請求項に「
１つ以上の」または「少なくとも１つの」といった導入句と「ａ」または「ａｎ」といっ
た不定冠詞との両方が含まれるとしても、このような導入された請求項の記載を含んだ何
れの特定の請求項も、このような記載を１つしか含まない発明に限定されると示唆される
ように解釈されるべきではない（例えば、「ａ」および／または「ａｎ」は、「少なくと
も１つの」または「１つ以上の」を意味するように典型的に解釈されるべきである）。定
冠詞を使用して請求項の記載を導入する場合にも、同様のことがあてはまる。また、導入
された請求項の記載において特定の数が明確に明記されている場合であっても、当業者で
あれば、このような記載は少なくとも記載された数を意味するように解釈されるべきであ
ることを認識するであろう（例えば、他に修飾語を伴わない「２つの記載」という単なる
記載は、少なくとも２つの記載または２つ以上の記載を典型的に意味する）。更に、「Ａ
、Ｂ、およびＣ等の内の少なくとも１つ」に類する従来技法が使用される場合、一般に、
このような構成は、当業者がその従来技法を理解するであろう意味において意図されてい
る（例えば、「Ａ、Ｂ、およびＣの内の少なくとも１つを有するシステム」は、Ａのみ、
Ｂのみ、Ｃのみ、ＡとＢの両方、ＡとＣの両方、ＢとＣの両方、および／またはＡとＢと
Ｃの全て、等を有するシステムを含むがこれに限定されない）。「Ａ、Ｂ、およびＣ等の
内の少なくとも１つ」に類する表記が使用される場合、一般に、このような構成は、当業
者がその表記を理解するであろう意味において意図されている（例えば、「Ａ、Ｂ、およ
びＣの内の少なくとも１つを有するシステム」は、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、ＡとＢの両
方、ＡとＣの両方、ＢとＣの両方、および／またはＡとＢとＣの全て、等を有するシステ
ムを含むがこれに限定されない）。当業者であれば、２つ以上選択可能な用語を表してい
る実質的に何れの離接語および／または離接句も、詳細な説明、特許請求の範囲、または
図面において、これらの用語の１つ、これらの用語の何れか、またはこれらの用語の両方
を含む可能性を意図するように理解されるべきであることを更に理解するであろう。例え
ば、「ＡまたはＢ」という句は、「Ａ」、「Ｂ」または「ＡおよびＢ」の可能性を含むこ
とが理解されるであろう。
【００９２】
　本明細書において様々な態様および実施形態が開示されてきたが、当業者であれば、他
の態様および実施形態も明白である。以下の特許請求の範囲により示されている真の範疇
および精神を伴いながら、本明細書に開示されている様々な態様および実施形態は、説明
のためのものであり、限定的であるように意図されているものではない。
【図面の簡単な説明】
【００９３】
【図１】電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置に関連した例示的な
マイクロチャネル温度変更システムである。
【図２】複数のマイクロチャネルの断面図および切取内部図の例示的な図である。
【図３】電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置の温度を変更するた
めの例示的なプロセスの図である。
【図４】電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置の温度を変更するた
めの例示的なプロセスの図である。
【図５】放電期間における電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置の
温度を変更するための例示的なプロセスの図である。
【図６】放電期間における電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置の
温度を変更するための例示的なプロセスの図である。
【図７】充電期間における電気エネルギー蓄積装置の温度を変更するための例示的なプロ
セスの図である。
【図８】充電期間における電気エネルギー蓄積装置の温度を変更するための例示的なプロ
セスの図である。
【図９】充電期間における電気エネルギー蓄積装置の温度を変更するための例示的なプロ
セスの図である。
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【図１０】電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置に関連した、装置
の温度を変更させる例示的な高熱伝導率体（高熱伝導率物質）である。
【図１１】高熱伝導率体を使用する電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発
生装置の温度を変更させるための例示的なプロセスの図である。
【図１２】放電期間における高熱伝導率体を使用する電気エネルギー蓄積装置または電気
化学エネルギー発生装置の温度を変更させるための例示的なプロセスの図である。
【図１３】放電期間における高熱伝導率体を使用する電気エネルギー蓄積装置または電気
化学エネルギー発生装置の例示的なプロセスの図である。
【図１４】放電期間における電気エネルギー蓄積装置または電気化学エネルギー発生装置
の温度を変更させるための例示的なプロセスの図である。
【図１５】充電期間における高熱伝導率体を使用する電気エネルギー蓄積装置のための例
示的なプロセスの図である。
【図１６】充電期間における高熱伝導率体を使用する電気エネルギー蓄積装置の温度を変
更させるための例示的なプロセスの図である。
【図１７】マイクロチャネルマニホールドシステムの例示的なブロック図である。

【図１】

【図２】

【図３】
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